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9月定例会

決算審議に注目！定例会報告
15名が登壇！市政を質す一般質問
注目テーマに提言！所管事務調査報告
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健全な財政を堅持 改革の成果表れる 9月
定例会報告

全議案可決・認定
（報告４件も全て承認）

会　期
8月26日㈭ ～ 9月15日㈬

（21日間）

市長提出議案：19件
議員提出議案： ２件

5億3,966万円余の黒字決算に
令和２年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について

　令和２年度能美市一般会計の決算は、歳入総額296億4,051万
7,857円に対し、歳出総額288億2,769万2,974円となり、
歳入歳出差引額から翌年度への繰り越し財源を差し引いた実質
収支額は、５億3,966万8,035円の黒字決算となりました。

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

決算の詳細は
能美市HPで

事
業
目
的
の
達
成
度
合
い
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か

２
０
２
０
年
度
末
に
お
け
る
「
定

住
促
進
助
成
交
付
金
制
度
の
活
用

に
よ
る
市
外
か
ら
の
累
計
申
請
件

数
」
の
累
計
目
標
値
を
６
６
９
件

と
し
て
お
り
、
実
績
で
は
累
計
６

７
９
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
達
成

度
合
い
は
概
ね
順
調
と
考
え
て
い

る
。

住
宅
取
得
や
レ
ン
タ
カ
ー
利
用

へ
の
補
助
金
で
定
住
を
促
進

３
６
８
０
万
円

A Q

能美市商工女性まちづくり研究会による移動販売の様子

文字起こしが自動で行われる

定
住
促
進
助
成

交
付
金
事
業

PICK UP 01

決算審議

総務産業常任委員会 / 予算決算総務産業分科会　　　教育福祉常任委員会 / 予算決算教育福祉分科会　　　予算決算常任委員会総 教 予

令和
２年度
決算

予

移
住
者
ま
た
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
レ

ン
タ
カ
ー
代
を
６
か
月
分
補
助
す

る
事
業
の
実
績
が
な
い
よ
う
だ

が
、
見
直
し
は
考
え
て
い
る
の
か

東
京
圏
か
ら
市
内
に
移
住
し
、
か

つ
複
数
の
条
件
に
該
当
す
る
者
が

対
象
者
で
あ
っ
た
た
め
、
実
績
は

な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

A Q

総

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
数
と

フ
リ
ー
パ
ス
券
の
申
請
者
数
は

令
和
２
年
度
に
お
け
る
自
主
返
納

者
は
１
５
２
名
、
フ
リ
ー
パ
ス
券

の
申
請
者
は
１
０
７
名
で
、
自
主

返
納
者
の
70
・
４
％
の
方
が
申
請

を
行
っ
て
い
る
。

満
70
歳
以
上
の
自
主
返
納
者
に

「
の
み
バ
ス
」
フ
リ
ー
パ
ス
券

２
３
４
万
円

Q 高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

教

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
助
成
券
の

利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
か

助
成
券
の
使
用
率
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
が
36
・
３
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
令
和
２
年
度
で
は

34
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

重
度
障
が
い
者
の
タ
ク
シ
ー

利
用
の
一
部
を
助
成

１
５
３
万
円

A AQ 福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業

教

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
団
体
で
ど
ん
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か

フ
ァ
ン
ド
に
採
択
さ
れ
た
団
体

は
、
６
団
体
・
７
つ
の
事
業
で
あ

る
。
下
ノ
江
さ
さ
え
あ
い
隊
・
粟

生
リ
ン
ク
の
和
・
松
が
岡
ク
ラ

ブ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
愛
が
、

移
送
や
買
い
物
等
の
支
援
を
し
て

い
る
。
オ
ア
シ
ス
つ
る
し
ん
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け
愛
が
、
地
域
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
る
。
能
美
市

商
工
女
性
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

が
、
商
店
の
少
な
い
地
域
で
移
動

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
ド
の
構
築
で
地
域
福
祉

の
互
助
活
動
を
強
化

１
億
５
０
０
０
万
円

A Q の
み
地
域
力
強
化
支
援

フ
ァ
ン
ド
創
設
事
業

予

Ａ
Ｉ
議
事
録
の
対
象
会
議
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か

あ
ら
ゆ
る
会
議
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
精
度
が
高
く
、
会
議
録
作

成
業
務
の
軽
減
の
た
め
に
大
い
に

活
用
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
の
導
入
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
業
務

の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
る

２
３
８
万
円

A Q Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ

推
進
事
業

総

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
の
効
果
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

今
後
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
メ

ン
タ
ル
面
に
関
す
る
知
識
を
職
員

に
浸
透
さ
せ
、
自
分
自
身
だ
け
で

は
な
く
、
職
場
の
メ
ン
バ
ー
の
心

の
健
康
に
も
気
を
配
り
、
心
身
と

も
に
健
康
で
明
る
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

職
員
の
素
質
向
上
を
目
的
に

職
階
に
応
じ
た
研
修
を
実
施

３
４
万
円

Q 人
材
育
成
研
修
費

総

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
入
所

者
を
増
や
し
て
い
く
の
か

現
在
は
高
齢
者
の
入
所
施
設
と

な
っ
て
い
る
が
、
障
が
い
の
あ
る

方
も
利
用
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
健
康
で
明

る
い
生
活
を
営
め
る
よ
う
支
援

２
１
８
８
万
円

A AQ 生
活
支
援
ハ
ウ
ス

運
営
委
託
事
業教

申請すると3年間交付される
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採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの
自己の意見を表明することです。

「私は賛成 / 反対します」
討論とは

令和２年度能美市一般会計
歳入歳出決算認定について 

新型コロナ対策が不十分新型コロナ対策が不十分

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

（○：賛成、●：反対、欠：欠席）※議長は採決を行いません

杉
田

　隆
一

近
藤

　啓
子

東

　
　正
幸

米
田

　敏
勝

倉
元

　正
順

居
村

　清
二

南
山

　修
一

嵐

　
　昭
夫

開
道

　昌
信

田
中
策
次
郎

田
中
大
佐
久

山
本

　
　悟

仙
台

　謙
三

北
村

　周
士

佐
伯
富
美
子

卯
野

　修
三

山
下

　
　毅

今
尾

　晃
司

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

令和２年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について
　1億811万6,956円の黒字決算

令和２年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について
　5億3,966万8,035円の黒字決算

令和２年度能美市工業用水道事業会計決算認定について
　2,177万1,316円の黒字決算

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書
　国に対し、地方税制の充実確保を要望するもの

令和２年度能美市水道事業会計決算認定について
　1億3,869万883円の黒字決算

令和２年度能美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について
　61万4,681円の黒字決算
令和２年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について
　1億3,459万1,354円の黒字決算

討　論

大規模なＰＣＲ検査や困窮世帯への手当な
ど、もっと基金を取り崩し、市独自の新型コ
ロナ対策を行うべきであった。

日本共産党　佐伯 富美子

討
論

反
対

財政状況は十分に健全財政状況は十分に健全
ここ数年の全庁を挙げた行財政改革、体質改
善の成果が表れており、市の財政は十分に健
全な状態を堅持している。

開道 昌信

討
論

賛
成

令和２年度能美市水道事業会計
決算認定について

水道料金が高くて大変水道料金が高くて大変
３年連続で水道料金が値上げされたが、水道
事業は市民の命をつなぐ福祉事業であり、値
上げには反対する。

　日本共産党　佐伯 富美子

討
論

反
対

住民への増税につながる住民への増税につながる
住民への負担増で地方財源を確保するのでは
なく、大企業や富裕層への優遇など不公平を
正す税制改正こそが必要である。

日本共産党　近藤 啓子

討
論

反
対

適正に執行されている適正に執行されている
事業目的達成のために適正に執行されている
ことから、これに賛同する。

開道 昌信

討
論

賛
成

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」を可決 

国に対し、令和４年度地方税制改正に向け、下記の事
項を強く要望するもの。※一部抜粋

・社会保障関係経費の十分な総額を確保すること
・環境性能割の臨時的軽減を再延長しないこと
・炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、
　その一部を地方に税源配分すること

新型コロナ・交通事故等の対策を強化
令和３年度能美市一般会計補正予算（第３号）

　今回の補正予算では、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ
６億6,000万円を追加し、新型コロナウイルス感染症対策や
交通事故対策をさらに強化するなどの予算が編成されました。

補正予算の詳細は
能美市HPで

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

宿泊需要の回復と能美市の魅力発信を
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補正予算
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Ｒ
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０
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感
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２
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、
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の
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と
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踏
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介
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携
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も
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、
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な
市
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の
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と
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れ
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Ｘ※
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※デジタルトランスフォーメーション（DX）：デジタルテクノロジーを駆使して、
　経営や事業の在り方、生活や働き方を変革すること
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医療介護DXのイメージ図

総務産業常任委員会 / 予算決算総務産業分科会　　　教育福祉常任委員会 / 予算決算教育福祉分科会　　　予算決算常任委員会総 教 予

採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの
自己の意見を表明することです。

「私は賛成 / 反対します」
討論とは

令和２年度能美市一般会計
歳入歳出決算認定について 

新型コロナ対策が不十分新型コロナ対策が不十分

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

（○：賛成、●：反対、欠：欠席）※議長は採決を行いません

杉
田

　隆
一

近
藤

　啓
子

東

　
　正
幸

米
田

　敏
勝

倉
元

　正
順

居
村

　清
二

南
山

　修
一

嵐

　
　昭
夫

開
道

　昌
信

田
中
策
次
郎

田
中
大
佐
久

山
本

　
　悟

仙
台

　謙
三

北
村

　周
士

佐
伯
富
美
子

卯
野

　修
三

山
下

　
　毅

今
尾

　晃
司

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ● ○

令和２年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について
　1億811万6,956円の黒字決算

令和２年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について
　5億3,966万8,035円の黒字決算

令和２年度能美市工業用水道事業会計決算認定について
　2,177万1,316円の黒字決算

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書
　国に対し、地方税制の充実確保を要望するもの

令和２年度能美市水道事業会計決算認定について
　1億3,869万883円の黒字決算

令和２年度能美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について
　61万4,681円の黒字決算
令和２年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について
　1億3,459万1,354円の黒字決算

討　論

大規模なＰＣＲ検査や困窮世帯への手当な
ど、もっと基金を取り崩し、市独自の新型コ
ロナ対策を行うべきであった。

日本共産党　佐伯 富美子

討
論

反
対

財政状況は十分に健全財政状況は十分に健全
ここ数年の全庁を挙げた行財政改革、体質改
善の成果が表れており、市の財政は十分に健
全な状態を堅持している。

開道 昌信

討
論

賛
成

令和２年度能美市水道事業会計
決算認定について

水道料金が高くて大変水道料金が高くて大変
３年連続で水道料金が値上げされたが、水道
事業は市民の命をつなぐ福祉事業であり、値
上げには反対する。

　日本共産党　佐伯 富美子

討
論

反
対

住民への増税につながる住民への増税につながる
住民への負担増で地方財源を確保するのでは
なく、大企業や富裕層への優遇など不公平を
正す税制改正こそが必要である。

日本共産党　近藤 啓子

討
論

反
対

適正に執行されている適正に執行されている
事業目的達成のために適正に執行されている
ことから、これに賛同する。

開道 昌信

討
論

賛
成

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」を可決 

国に対し、令和４年度地方税制改正に向け、下記の事
項を強く要望するもの。※一部抜粋

・社会保障関係経費の十分な総額を確保すること
・環境性能割の臨時的軽減を再延長しないこと
・炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、
　その一部を地方に税源配分すること

新型コロナ・交通事故等の対策を強化
令和３年度能美市一般会計補正予算（第３号）

　今回の補正予算では、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ
６億6,000万円を追加し、新型コロナウイルス感染症対策や
交通事故対策をさらに強化するなどの予算が編成されました。

補正予算の詳細は
能美市HPで

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

宿泊需要の回復と能美市の魅力発信を
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※デジタルトランスフォーメーション（DX）：デジタルテクノロジーを駆使して、
　経営や事業の在り方、生活や働き方を変革すること
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映像配信は
こちら

会議録は
こちら

 

自
主
防
災
力
の
強
化
を

町
会
・
町
内
会
の
防
災
訓
練
方
法

や
、
町
会
・
町
内
会
で
話
し
合
う

べ
き
ル
ー
ル
作
り
と
避
難
行
動
計
画
の

推
進
に
、
市
が
支
援
で
き
な
い
か

防
災
に
関
す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
職
員
に
よ
る
相
談
窓
口
を

庁
舎
内
に
設
け
、
町
会
・
町
内
会
に
寄

り
添
い
な
が
ら
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

計
画
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

　
消
防
署
員
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
派

遣
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
一
人

で
も
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う

訓
練
の
企
画
・
立
案
に
役
立
つ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
や
、
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

障
が
い
者
就
労
施
設
の
物
品
等
の

販
売
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周
知

を
さ
ら
に
拡
大
・
推
進
で
き
な
い
か

こ
れ
ま
で
の
物
品
調
達
に
加
え
、

施
設
の
清
掃
や
除
草
・
印
刷
業
務
、

職
員
が
行
っ
て
い
る
軽
作
業
な
ど
を
委

託
で
き
な
い
か
再
検
討
す
る
。

 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
開
設
を

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

公
共
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
開
設

で
き
な
い
か

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
通
し
て
能
美

市
に
若
者
が
集
い
、
ま
ち
に
活
気

が
溢
れ
る
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

移
住
定
住
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
。

　
今
後
、
市
内
愛
好
者
の
状
況
を
把
握

し
、
先
進
地
に
お
け
る
組
織
の
形
態
や

施
設
の
設
置
状
況
、
利
用
状
況
な
ど
を

参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

 

能
美
市
産
米
の
需
要
拡
大
を

地
元
企
業
と
の
協
力
連
携
で
能
美

市
産
米
の
販
路
拡
大
を
支
援
せ
よ

Ｊ
Ａ
や
農
業
生
産
者
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
市
内
企
業
へ
能
美
市

産
米
の
使
用
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
内
の
飲
食
・
宿
泊
事
業

者
な
ど
に
も
、
能
美
市
産
米
や
地
域
振

興
作
物
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
地
産
地
消
の
推
進
に
も
努

め
て
い
く
。

QA

田中 策次郎 議員
絆

た　なか　 さく　じ  ろう

▲障がい者の自立した生活の支援を

　市の施策状況・将来の方針・課題などについて、議員が提案も含めて市の考えを聞くのが一般質問。ここでは、今回出た76の
質問の中から一部をダイジェスト版で分かりやすく紹介します。より詳しい内容は、動画配信や会議録をご覧ください。

二酸化炭素消火設備の安全対策  山下 P.8
下水道処理水を活用した消雪装置の設置  山下 P.8
Ｆー３５Ａ戦闘機配備  近藤 P.11
冬季降雪後の歩道除雪  南山 P.12
通学路の安全確保 南山 P.12 倉元 P.12 北村 P.13
軽度認知障害（ＭＣＩ）  仙台 P.13
避難所開設ボックス  仙台 P.13
シティプロモーション
北陸新幹線開業に伴う並行在来線の対応  東 P.9
行財政改革
能美市行財政改革  開道 P.7
野生動物対策の窓口一本化  卯野 P.9
その他
公共工事の平準化対策  田中大 P.7
寺井高校  卯野 P.9
ワクチン接種 嵐 P.10 今尾 P.10
新型コロナ感染対策  近藤 P.11
移住・定住支援策  南山 P.12
打ち上げ花火の実施  北村 P.13

※９月定例会の会議録は11月下旬に公開予定です

　

■
■
  　
 
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

市政のここが聞きたい！

一般質問
９月定例会では18名中【15名】が登壇しました

問質般一

な
学
習
の
推
進
や
、
現
代
的
な
諸
課
題

に
対
応
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ

な
が
る
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
学
校
現

場
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
制
度
の
導
入
に
は
慎

重
に
対
応
し
た
い
。

 

能
美
市
行
財
政
改
革

第
４
次
能
美
市
行
財
政
改
革
大
綱

策
定
方
針
を
問
う

量
の
改
革
で
は
、
保
育
園
、
学

校
、
公
共
施
設
、
道
路
等
の
イ
ン

フ
ラ
資
産
に
お
い
て
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

　
質
の
改
革
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
、

ス
ピ
ー
ド
化
と
ス
リ
ム
化
を
促
す
。

　
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
財
政
負
担
の
軽
減
、
費
用
の
平
準

化
を
図
り
つ
つ
、
民
間
活
力
の
活
用
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
戦
略
的
企
業
誘
致

や
地
場
産
業
の
振
興
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
一
層
の
推
進
な
ど
積
極
的
な
財
源
確

保
を
図
り
、
財
政
調
整
基
金
の
現
在
高

維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

土
石
流
災
害
対
策

熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石
流
災
害

の
原
因
と
さ
れ
る
不
適
切
な
盛
り

土
造
成
は
市
内
に
は
な
い
の
か
。
土
砂

災
害
防
止
体
制
を
問
う

造
成
宅
地
17
か
所
を
確
認
し
た

が
、
不
安
定
な
盛
り
土
造
成
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
土
石
流
災
害
は
起
き

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
災
害
防
止
に
向
け
、
砂
防
指
定
地
等

は
土
木
課
、
林
地
は
農
林
課
、
産
業
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
は
生
活
環
境
課
、
災

害
の
対
応
は
消
防
本
部
や
危
機
管
理
課

等
と
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
、
点
検
や
指
導

等
を
行
っ
て
い
く
。

 

授
業
時
間
数
に
学
校
裁
量

文
部
科
学
省
が
小
中
学
校
の
教
科

ご
と
の
授
業
コ
マ
数
の
配
分
を
、

各
校
の
判
断
で
一
部
組
み
替
え
ら
れ
る

特
例
校
認
定
制
度
を
令
和
４
年
４
月
か

ら
導
入
す
る
。
こ
の
制
度
の
導
入
の
採

否
、
導
入
時
の
課
題
を
問
う

教
育
課
程
の
編
成
を
弾
力
化
す
る

こ
と
で
、
教
科
横
断
的
で
探
求
的

QA

QA

QA

整
備
に
加
え
、
関
係
町
会
と
協
働
で
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機
関
等
と
連
携
・

協
力
し
、
社
会
全
体
で
洪
水
に
備
え
る

水
防
災
意
識
社
会
の
再
構
築
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

市
民
に
対
し
て
の
意
識
改
革
の
取

り
組
み
状
況
を
問
う

住
民
自
ら
が
リ
ス
ク
を
察
知
し
、

主
体
的
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
、
令
和
元
年
度
に
は
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
戸
配
布
し
、
出
前
講

座
や
研
修
会
な
ど
で
の
活
用
も
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
５
月
に
改
正
さ
れ

た
大
雨
等
に
関
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
と
避

難
情
報
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も
行
っ
た
。

公
共
工
事
の
平
準
化
対
策

端
境
期
対
策
の
効
果
と
こ
れ
か
ら

の
展
望
つ
い
て
見
解
を
問
う

市
が
発
注
す
る
公
共
工
事
に
お
け

る
完
成
時
の
成
績
評
定
点
を
、
対

策
実
施
前
の
平
成
27
年
度
と
比
較
を
し

た
と
こ
ろ
、
点
数
の
向
上
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
一
定
の
効
果
が
出

始
め
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
今
後
も
端
境
期
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
工
事
品
質
の
さ
ら
な
る
向
上
や

地
元
企
業
の
経
営
の
効
率
化
、
安
定
化

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働

省
に
よ
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
に

基
づ
き
、
企
業
の
良
好
な
労
働
環
境
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
担
い
手
と

し
て
将
来
の
能
美
市
を
支
え
る
地
元
企

業
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン

水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ

ン
の
進
捗
状
況
を
問
う

能
美
市
に
お
い
て
は
、
土
木
課
及

び
危
機
管
理
課
が
連
携
し
、
備
蓄

倉
庫
や
河
川
等
の
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
の

田中 大佐久 議員
　

た　なか　 だい   さ    く

▲現在実施中の
「第3次能美市行財政改革大綱」

▲監視カメラの映像は市ホームページからも確認できる

開道 昌信 議員
　

かい どう　 まさ　のぶ

QA

A Q QA

QQA

QA

A

子育て・住環境の充実
スケートパークの開設  田中策 P.6
児童生徒の自殺予防  山本 P.8
空き家・空き地 卯野 P.9 北村 P.13
金沢大学用地の整備計画・宅地開発構想 嵐 P.10 今尾 P.10
高齢者の実態と支援の強化  佐伯 P.11
生ごみ処理機購入助成  佐伯 P.11
無料低額診療  近藤 P.11
民生委員・児童委員の活動支援  倉元 P.12
電気自動車・充電ステーション  仙台 P.13
産業振興・企業誘致推進・人財確保対策 
能美市産米の需要拡大  田中策 P.6
障害者優先調達推進法  田中策 P.6
教育力の向上
授業時間数に学校裁量  開道 P.7
小中学校の教育環境の改善  山本 P.8
安全安心のまちづくり
自主防災力の強化  田中策 P.6
土石流災害対策  開道 P.7
水防災意識社会再構築ビジョン  田中大 P.7

は
ざ
か
い
き



第72号　能美市議会だより第72号　能美市議会だより 67

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　

■

　
■
  　
 
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

■

　
　
  　
 
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■

映像配信は
こちら

会議録は
こちら

 

自
主
防
災
力
の
強
化
を

町
会
・
町
内
会
の
防
災
訓
練
方
法

や
、
町
会
・
町
内
会
で
話
し
合
う

べ
き
ル
ー
ル
作
り
と
避
難
行
動
計
画
の

推
進
に
、
市
が
支
援
で
き
な
い
か

防
災
に
関
す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
職
員
に
よ
る
相
談
窓
口
を

庁
舎
内
に
設
け
、
町
会
・
町
内
会
に
寄

り
添
い
な
が
ら
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

計
画
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

　
消
防
署
員
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
派

遣
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
一
人

で
も
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う

訓
練
の
企
画
・
立
案
に
役
立
つ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
や
、
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

障
が
い
者
就
労
施
設
の
物
品
等
の

販
売
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周
知

を
さ
ら
に
拡
大
・
推
進
で
き
な
い
か

こ
れ
ま
で
の
物
品
調
達
に
加
え
、

施
設
の
清
掃
や
除
草
・
印
刷
業
務
、

職
員
が
行
っ
て
い
る
軽
作
業
な
ど
を
委

託
で
き
な
い
か
再
検
討
す
る
。

 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
開
設
を

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

公
共
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
開
設

で
き
な
い
か

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
通
し
て
能
美

市
に
若
者
が
集
い
、
ま
ち
に
活
気

が
溢
れ
る
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、

移
住
定
住
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
。

　
今
後
、
市
内
愛
好
者
の
状
況
を
把
握

し
、
先
進
地
に
お
け
る
組
織
の
形
態
や

施
設
の
設
置
状
況
、
利
用
状
況
な
ど
を

参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

 

能
美
市
産
米
の
需
要
拡
大
を

地
元
企
業
と
の
協
力
連
携
で
能
美

市
産
米
の
販
路
拡
大
を
支
援
せ
よ

Ｊ
Ａ
や
農
業
生
産
者
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
市
内
企
業
へ
能
美
市

産
米
の
使
用
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
内
の
飲
食
・
宿
泊
事
業

者
な
ど
に
も
、
能
美
市
産
米
や
地
域
振

興
作
物
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
地
産
地
消
の
推
進
に
も
努

め
て
い
く
。

QA

田中 策次郎 議員
絆

た　なか　 さく　じ  ろう

▲障がい者の自立した生活の支援を

　市の施策状況・将来の方針・課題などについて、議員が提案も含めて市の考えを聞くのが一般質問。ここでは、今回出た76の
質問の中から一部をダイジェスト版で分かりやすく紹介します。より詳しい内容は、動画配信や会議録をご覧ください。

二酸化炭素消火設備の安全対策  山下 P.8
下水道処理水を活用した消雪装置の設置  山下 P.8
Ｆー３５Ａ戦闘機配備  近藤 P.11
冬季降雪後の歩道除雪  南山 P.12
通学路の安全確保 南山 P.12 倉元 P.12 北村 P.13
軽度認知障害（ＭＣＩ）  仙台 P.13
避難所開設ボックス  仙台 P.13
シティプロモーション
北陸新幹線開業に伴う並行在来線の対応  東 P.9
行財政改革
能美市行財政改革  開道 P.7
野生動物対策の窓口一本化  卯野 P.9
その他
公共工事の平準化対策  田中大 P.7
寺井高校  卯野 P.9
ワクチン接種 嵐 P.10 今尾 P.10
新型コロナ感染対策  近藤 P.11
移住・定住支援策  南山 P.12
打ち上げ花火の実施  北村 P.13

※９月定例会の会議録は11月下旬に公開予定です
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市政のここが聞きたい！

一般質問
９月定例会では18名中【15名】が登壇しました

問質般一

な
学
習
の
推
進
や
、
現
代
的
な
諸
課
題

に
対
応
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ

な
が
る
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
学
校
現

場
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
制
度
の
導
入
に
は
慎

重
に
対
応
し
た
い
。

 

能
美
市
行
財
政
改
革

第
４
次
能
美
市
行
財
政
改
革
大
綱

策
定
方
針
を
問
う

量
の
改
革
で
は
、
保
育
園
、
学

校
、
公
共
施
設
、
道
路
等
の
イ
ン

フ
ラ
資
産
に
お
い
て
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

　
質
の
改
革
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
、

ス
ピ
ー
ド
化
と
ス
リ
ム
化
を
促
す
。

　
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
財
政
負
担
の
軽
減
、
費
用
の
平
準

化
を
図
り
つ
つ
、
民
間
活
力
の
活
用
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
戦
略
的
企
業
誘
致

や
地
場
産
業
の
振
興
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
一
層
の
推
進
な
ど
積
極
的
な
財
源
確

保
を
図
り
、
財
政
調
整
基
金
の
現
在
高

維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

土
石
流
災
害
対
策

熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石
流
災
害

の
原
因
と
さ
れ
る
不
適
切
な
盛
り

土
造
成
は
市
内
に
は
な
い
の
か
。
土
砂

災
害
防
止
体
制
を
問
う

造
成
宅
地
17
か
所
を
確
認
し
た

が
、
不
安
定
な
盛
り
土
造
成
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
土
石
流
災
害
は
起
き

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
災
害
防
止
に
向
け
、
砂
防
指
定
地
等

は
土
木
課
、
林
地
は
農
林
課
、
産
業
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
は
生
活
環
境
課
、
災

害
の
対
応
は
消
防
本
部
や
危
機
管
理
課

等
と
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
、
点
検
や
指
導

等
を
行
っ
て
い
く
。

 

授
業
時
間
数
に
学
校
裁
量

文
部
科
学
省
が
小
中
学
校
の
教
科

ご
と
の
授
業
コ
マ
数
の
配
分
を
、

各
校
の
判
断
で
一
部
組
み
替
え
ら
れ
る

特
例
校
認
定
制
度
を
令
和
４
年
４
月
か

ら
導
入
す
る
。
こ
の
制
度
の
導
入
の
採

否
、
導
入
時
の
課
題
を
問
う

教
育
課
程
の
編
成
を
弾
力
化
す
る

こ
と
で
、
教
科
横
断
的
で
探
求
的

QA

QA

QA

整
備
に
加
え
、
関
係
町
会
と
協
働
で
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機
関
等
と
連
携
・

協
力
し
、
社
会
全
体
で
洪
水
に
備
え
る

水
防
災
意
識
社
会
の
再
構
築
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

市
民
に
対
し
て
の
意
識
改
革
の
取

り
組
み
状
況
を
問
う

住
民
自
ら
が
リ
ス
ク
を
察
知
し
、

主
体
的
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
、
令
和
元
年
度
に
は
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
戸
配
布
し
、
出
前
講

座
や
研
修
会
な
ど
で
の
活
用
も
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
５
月
に
改
正
さ
れ

た
大
雨
等
に
関
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
と
避

難
情
報
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も
行
っ
た
。

公
共
工
事
の
平
準
化
対
策

端
境
期
対
策
の
効
果
と
こ
れ
か
ら

の
展
望
つ
い
て
見
解
を
問
う

市
が
発
注
す
る
公
共
工
事
に
お
け

る
完
成
時
の
成
績
評
定
点
を
、
対

策
実
施
前
の
平
成
27
年
度
と
比
較
を
し

た
と
こ
ろ
、
点
数
の
向
上
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
一
定
の
効
果
が
出

始
め
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
今
後
も
端
境
期
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
工
事
品
質
の
さ
ら
な
る
向
上
や

地
元
企
業
の
経
営
の
効
率
化
、
安
定
化

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働

省
に
よ
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
に

基
づ
き
、
企
業
の
良
好
な
労
働
環
境
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
担
い
手
と

し
て
将
来
の
能
美
市
を
支
え
る
地
元
企

業
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン

水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ

ン
の
進
捗
状
況
を
問
う

能
美
市
に
お
い
て
は
、
土
木
課
及

び
危
機
管
理
課
が
連
携
し
、
備
蓄

倉
庫
や
河
川
等
の
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
の

田中 大佐久 議員
　

た　なか　 だい   さ    く

▲現在実施中の
「第3次能美市行財政改革大綱」

▲監視カメラの映像は市ホームページからも確認できる

開道 昌信 議員
　

かい どう　 まさ　のぶ

QA

A Q QA

QQA

QA

A

子育て・住環境の充実
スケートパークの開設  田中策 P.6
児童生徒の自殺予防  山本 P.8
空き家・空き地 卯野 P.9 北村 P.13
金沢大学用地の整備計画・宅地開発構想 嵐 P.10 今尾 P.10
高齢者の実態と支援の強化  佐伯 P.11
生ごみ処理機購入助成  佐伯 P.11
無料低額診療  近藤 P.11
民生委員・児童委員の活動支援  倉元 P.12
電気自動車・充電ステーション  仙台 P.13
産業振興・企業誘致推進・人財確保対策 
能美市産米の需要拡大  田中策 P.6
障害者優先調達推進法  田中策 P.6
教育力の向上
授業時間数に学校裁量  開道 P.7
小中学校の教育環境の改善  山本 P.8
安全安心のまちづくり
自主防災力の強化  田中策 P.6
土石流災害対策  開道 P.7
水防災意識社会再構築ビジョン  田中大 P.7

は
ざ
か
い
き
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下
水
道
処
理
水
を
活
用
し
た

 

消
雪
装
置
の
設
置

木
曽
街
道
線
や
道
林
高
坂
線
の
消

雪
装
置
未
整
備
箇
所
に
、
消
雪
用

井
戸
ポ
ン
プ
の
設
置
は
可
能
か

沿
線
で
多
く
の
企
業
が
自
社
井
戸

で
生
産
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
新

た
な
消
雪
井
戸
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

既
存
の
井
戸
と
の
干
渉
の
恐
れ
や
地
下

水
の
塩
水
化
の
進
展
、
過
剰
揚
水
に
よ

る
地
盤
沈
下
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

 

翠
ヶ
丘
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
水

を
木
曽
街
道
線
や
道
林
高
坂
線
の

消
雪
水
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
な
い
か

消
雪
施
設
の
新
設
は
、
地
区
か
ら

の
要
望
箇
所
も
含
め
優
先
順
位
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。具
体
的
に
は
、

降
雪
・
積
雪
が
多
い
、
除
雪
時
に
道
路

脇
に
雪
の
堆
雪
帯
の
箇
所
が
な
い
、
人

家
連
坦
率
、
交
通
量
が
多
い
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
は
、
幹
線
道
路
の
機
械
除
雪
の

出
動
基
準
の

見
直
し
な
ど

を
行
い
、
今

冬
の
除
雪
に

万
全
の
体
制

で
臨
む
。

 

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
対
策

他
県
で
発
生
し
た
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
で
の
事
故
原
因
と
消
防
本

部
と
し
て
の
対
策
に
つ
い
て
問
う

立
体
駐
車
場
の
改
修
工
事
に
て
、

誤
操
作
に
よ
る
ガ
ス
放
出
事
故

や
、
消
防
設
備
点
検
作
業
中
に
何
ら
か

の
原
因
で
消
火
剤
貯
蔵
容
器
か
ら
二
酸

化
炭
素
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
た
事
故
等
に

よ
り
、
数
名
の
死
傷
者
が
発
生
し
て
い

る
。

　
消
防
本
部
で
は
事
故
を
踏
ま
え
、
市

内
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
設
置
２
施

設
の
防
火
管
理
者
に
対
し
、
工
事
等
を

実
施
す
る
場
合
に
、
二
酸
化
炭
素
消
火

設
備
に
熟
知
し
た
消
防
設
備
士
の
立
合

い
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
な
ど
の
措

置
を
講
じ
る
よ
う
、
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
予
防
課

職
員
に
よ
る
定
期
検
査

時
等
に
お
い
て
、
施
設

の
関
係
者
に
周
知
徹
底

を
行
っ
て
い
く
。

能
美
根
上
駅
利
用
者
に
配
慮
し
、

運
行
本
数
を
確
保
し
た
利
便
性
の

高
い
ダ
イ
ヤ
運
行
計
画
を
問
う

現
在
の
運
行
本
数
を
確
保
し
た
上

で
、
利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
運
行

計
画
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
県
や
関
係

市
町
等
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

能
美
根
上
駅
に
お
け
る
施
設
や
設

備
の
改
修
等
の
予
定
が
あ
る
の
か

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
能
美
市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
管
轄
に
お
い
て
、
必
要
な
修

繕
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
対
し
、
施
設
の
修
繕
等
に
つ
い

て
最
大
限
の
協
力
と
支
援
を
要
請
す
る

と
と
も
に
、
投
資
規
模
が
大
き
い
も
の

は
運
行
支
援
基
金
を
充
当
す
る
。

Ｉ
Ｒ
開
業
に
向
け
た
今
後
の
協
議

内
容
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う

来
年
度
ま
で
に
基
本
方
針
に
基
づ

い
た
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
、
案

が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
検
討
会
が
開
催

さ
れ
る
。
県
や
関
係
市
町
等
と
協
議
を

行
い
、
そ
の
後
、
令
和
４
年
度
に
鉄
道

事
業
の
許
可
を
経
て
、
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
金
沢
以

西
開
業
を
迎
え
る
予
定
で
あ
る
。

北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う

並
行
在
来
線
の
対
応

金
沢
以
西
の
並
行
在
来
線
の
経
営

主
体
の
基
本
的
な
考
え
方
と
現
時

点
で
の
方
向
性
・
進
行
状
況
・
支
援
体

制
を
問
う

並
行
在
来
線
の
経
営
・
運
行
に
関

す
る
基
本
方
針
に
は
、Ｉ
Ｒ
い
し

か
わ
鉄
道
が
金
沢
以
西
区
間
を
金
沢
以

東
区
間
と
一
体
で
経
営
す
る
こ
と
や
、

利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
を
設
定
す
る
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
金
沢
以
西
延
伸
後
に
お
け
る

県
内
全
区
間
の
10
年
間
の
累
計
収
支
で

は
、
約
87
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
赤
字
を
賄
う
場
合
、Ｊ
Ｒ
運
賃

の
１
・
46
倍
程
度
の
値
上
げ
が
必
要
と

な
り
、
値
上
げ
の
抑
制
や
乗
り
継
ぎ
割

引
の
支
援
等
に
充
て
る
運
行
支
援
基
金

と
し
て
県
と
関
係
市
町
の
負
担
に
よ

り
、
金
沢
以
西
開
業
ま
で
に
30
億
円
を

積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
県
や
関
係
市
町
等
と
財
政
的

な
支
援
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
。 Q

QAQQA A

A

Q

QAQA

A

発
信
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
先
駆
的
事
例
を
参
考

に
さ
ら
な
る
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

き
た
い
。

 

寺
井
高
校

近
年
、
志
願
者
の
定
員
割
れ
が
続

く
能
美
市
唯
一
の
公
立
高
校
・
寺

井
高
校
へ
の
支
援
と
し
て
、
能
美
市
内

の
様
々
な
団
体
の
方
々
や
高
校
関
係
者

に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
寺
井
高
校
を
考

え
る
会
」
な
ど
の
協
議
会
を
設
置
で
き

な
い
か生

徒
数
確
保
に
向
け
て
は
、
有
識

者
や
同
窓
生
、
学
校
関
係
者
で
構

成
さ
れ
る
「
寺
井
高
等
学
校
教
育
振
興

会
」
が
ま
ず
は
主
体
と
な
り
、
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
き
た
い
。

　
能
美
市
と
し
て
も
、
高
校
の
振
興
、

生
徒
数
の
確
保
に
向
け
、
県
教
育
委
員

会
の
方
針
を
仰
ぎ
、
高
校
か
ら
の
要
望

に
も
沿
い

な
が
ら
、

地
元
自
治

体
の
立
場

と
し
て
、

よ
り
一
層

の
工
夫
を

凝
ら
し
取

り
組
ん
で

い
く
。

 

野
生
動
物
対
策
の
窓
口
一
本
化
を

近
年
、
市
内
で
増
加
傾
向
に
あ
る

野
生
動
物
対
策
の
窓
口
の
分
か
り

づ
ら
さ※

を
解
消
す
る
た
め
、
窓
口
を

一
本
化
で
き
な
い
か

野
生
鳥
獣
に
対
す
る
市
民
か
ら
の

連
絡
窓
口
を
農
林
課
に
統
一
し
、

現
場
対
応
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

空
き
家
対
策

複
合
的
な
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る

空
き
家
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

相
談
室
の
開
設
と
、
空
き
家
対
策
の
さ

ら
な
る
周
知
手
段
に
つ
い
て
問
う

相
談
窓
口
へ
分
か
り
や
す
く
誘
導

で
き
る
よ
う
、
空
き
地
対
策
の
窓

口
も
含
め
た
「
空
き
家
・
空
き
地
サ
ポ

ー
ト
デ
ス
ク
」
な
ど
の
設
置
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
対
策
制
度
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
本
年
７
月
に
締
結
し
た
包

括
連
携
協
定
に
よ
り
、
市
内
９
か
所
の

郵
便
局
で
空
き
家
制
度
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
、
情
報

Q

型
化
し
た
机
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
教
室
空
間
に
余
裕
が
な

く
な
る
。
教
室
の
面
積
を
広
げ
る
作
業

に
着
手
せ
よ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
推
進

す
る
上
で
、
教
室
内
の
手
狭
感
は

否
め
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
の

学
校
施
設
は
建
物
本
体
や
設
備
の
老
朽

化
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た

少
子
化
な
ど
の
社
会
状
況
や
教
育
内

容
・
方
法
等
の
多
様
化
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
学
校
施
設
へ

の
ニ
ー
ズ
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
令
和
２
年

３
月
に
「
能
美
市
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
」
を
策
定
し
た
。
国
の
財
政
支
援

や
今
後
の
学
級
標
準
人
数
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

 

児
童
生
徒
の
自
殺
予
防

子
ど
も
の
自
殺
予
防
と
し
て
、
小

中
学
校
に
配
備
さ
れ
た
学
習
用
端

末
を
有
効
に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
早
期
に
把
握
す
る
仕
組

み
を
構
築
せ
よ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
、
児
童
生
徒

か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
可
視
化
す
る
機

能
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
自

殺
の
危
険
の
高
い
児
童
生
徒
を
早
期
に

発
見
し
対
応
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り

組
み
や
、
そ
の
成
果
を
市
内
全
小
中
学

校
に
広
め
る
と
と
も
に
、
精
神
の
不
調

を
読
み
取
る
専
用
の
ア
プ
リ
等
を
活
用

し
て
い
る
全
国
的
な
先
進
事
例
に
も
学

び
な
が
ら
、
自
殺
を
未
然
に
防
ぎ
、
か

け
が
え
の
な
い
児
童
生
徒
の
命
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

 

小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
改
善

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
本
格
導
入
に
伴

い
、
従
来
の
教
室
机
に
代
え
て
大

Q

A

AQ

A Q A

QA

東　 正幸 議員
　

ひがし　　　  まさ　ゆき

山下 　毅 議員
市民の声

　

やま  した　　　　つよし

※アライグマは生活環境課、ハクビシン・タヌキは農林課、
　ニホンカモシカはまなび文化課が担当課となっている

▲ＧＩＧＡスクール構想に対応した教育環境を

▲窓口の一本化でスピード感のある対応を期待

卯野 修三 議員
勇　気

う　  の　　しゅうぞう

山本 　悟 議員
大　志

やま  もと　　　　さとる

▲ＳＤＧｓの視点で
　社会インフラ整備を
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下
水
道
処
理
水
を
活
用
し
た

 

消
雪
装
置
の
設
置

木
曽
街
道
線
や
道
林
高
坂
線
の
消

雪
装
置
未
整
備
箇
所
に
、
消
雪
用

井
戸
ポ
ン
プ
の
設
置
は
可
能
か

沿
線
で
多
く
の
企
業
が
自
社
井
戸

で
生
産
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
新

た
な
消
雪
井
戸
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

既
存
の
井
戸
と
の
干
渉
の
恐
れ
や
地
下

水
の
塩
水
化
の
進
展
、
過
剰
揚
水
に
よ

る
地
盤
沈
下
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

 

翠
ヶ
丘
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
水

を
木
曽
街
道
線
や
道
林
高
坂
線
の

消
雪
水
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
な
い
か

消
雪
施
設
の
新
設
は
、
地
区
か
ら

の
要
望
箇
所
も
含
め
優
先
順
位
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。具
体
的
に
は
、

降
雪
・
積
雪
が
多
い
、
除
雪
時
に
道
路

脇
に
雪
の
堆
雪
帯
の
箇
所
が
な
い
、
人

家
連
坦
率
、
交
通
量
が
多
い
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
は
、
幹
線
道
路
の
機
械
除
雪
の

出
動
基
準
の

見
直
し
な
ど

を
行
い
、
今

冬
の
除
雪
に

万
全
の
体
制

で
臨
む
。

 

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
対
策

他
県
で
発
生
し
た
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
で
の
事
故
原
因
と
消
防
本

部
と
し
て
の
対
策
に
つ
い
て
問
う

立
体
駐
車
場
の
改
修
工
事
に
て
、

誤
操
作
に
よ
る
ガ
ス
放
出
事
故

や
、
消
防
設
備
点
検
作
業
中
に
何
ら
か

の
原
因
で
消
火
剤
貯
蔵
容
器
か
ら
二
酸

化
炭
素
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
た
事
故
等
に

よ
り
、
数
名
の
死
傷
者
が
発
生
し
て
い

る
。

　
消
防
本
部
で
は
事
故
を
踏
ま
え
、
市

内
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
設
置
２
施

設
の
防
火
管
理
者
に
対
し
、
工
事
等
を

実
施
す
る
場
合
に
、
二
酸
化
炭
素
消
火

設
備
に
熟
知
し
た
消
防
設
備
士
の
立
合

い
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
な
ど
の
措

置
を
講
じ
る
よ
う
、
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
予
防
課

職
員
に
よ
る
定
期
検
査

時
等
に
お
い
て
、
施
設

の
関
係
者
に
周
知
徹
底

を
行
っ
て
い
く
。

能
美
根
上
駅
利
用
者
に
配
慮
し
、

運
行
本
数
を
確
保
し
た
利
便
性
の

高
い
ダ
イ
ヤ
運
行
計
画
を
問
う

現
在
の
運
行
本
数
を
確
保
し
た
上

で
、
利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
運
行

計
画
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
県
や
関
係

市
町
等
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

能
美
根
上
駅
に
お
け
る
施
設
や
設

備
の
改
修
等
の
予
定
が
あ
る
の
か

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
能
美
市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
管
轄
に
お
い
て
、
必
要
な
修

繕
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
対
し
、
施
設
の
修
繕
等
に
つ
い

て
最
大
限
の
協
力
と
支
援
を
要
請
す
る

と
と
も
に
、
投
資
規
模
が
大
き
い
も
の

は
運
行
支
援
基
金
を
充
当
す
る
。

Ｉ
Ｒ
開
業
に
向
け
た
今
後
の
協
議

内
容
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う

来
年
度
ま
で
に
基
本
方
針
に
基
づ

い
た
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
、
案

が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
検
討
会
が
開
催

さ
れ
る
。
県
や
関
係
市
町
等
と
協
議
を

行
い
、
そ
の
後
、
令
和
４
年
度
に
鉄
道

事
業
の
許
可
を
経
て
、
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
金
沢
以

西
開
業
を
迎
え
る
予
定
で
あ
る
。

北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う

並
行
在
来
線
の
対
応

金
沢
以
西
の
並
行
在
来
線
の
経
営

主
体
の
基
本
的
な
考
え
方
と
現
時

点
で
の
方
向
性
・
進
行
状
況
・
支
援
体

制
を
問
う

並
行
在
来
線
の
経
営
・
運
行
に
関

す
る
基
本
方
針
に
は
、Ｉ
Ｒ
い
し

か
わ
鉄
道
が
金
沢
以
西
区
間
を
金
沢
以

東
区
間
と
一
体
で
経
営
す
る
こ
と
や
、

利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
を
設
定
す
る
こ

と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
金
沢
以
西
延
伸
後
に
お
け
る

県
内
全
区
間
の
10
年
間
の
累
計
収
支
で

は
、
約
87
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
赤
字
を
賄
う
場
合
、Ｊ
Ｒ
運
賃

の
１
・
46
倍
程
度
の
値
上
げ
が
必
要
と

な
り
、
値
上
げ
の
抑
制
や
乗
り
継
ぎ
割

引
の
支
援
等
に
充
て
る
運
行
支
援
基
金

と
し
て
県
と
関
係
市
町
の
負
担
に
よ

り
、
金
沢
以
西
開
業
ま
で
に
30
億
円
を

積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
県
や
関
係
市
町
等
と
財
政
的

な
支
援
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
。 Q

QAQQA A

A

Q

QAQA

A

発
信
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
先
駆
的
事
例
を
参
考

に
さ
ら
な
る
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

き
た
い
。

 

寺
井
高
校

近
年
、
志
願
者
の
定
員
割
れ
が
続

く
能
美
市
唯
一
の
公
立
高
校
・
寺

井
高
校
へ
の
支
援
と
し
て
、
能
美
市
内

の
様
々
な
団
体
の
方
々
や
高
校
関
係
者

に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
寺
井
高
校
を
考

え
る
会
」
な
ど
の
協
議
会
を
設
置
で
き

な
い
か生

徒
数
確
保
に
向
け
て
は
、
有
識

者
や
同
窓
生
、
学
校
関
係
者
で
構

成
さ
れ
る
「
寺
井
高
等
学
校
教
育
振
興

会
」
が
ま
ず
は
主
体
と
な
り
、
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
き
た
い
。

　
能
美
市
と
し
て
も
、
高
校
の
振
興
、

生
徒
数
の
確
保
に
向
け
、
県
教
育
委
員

会
の
方
針
を
仰
ぎ
、
高
校
か
ら
の
要
望

に
も
沿
い

な
が
ら
、

地
元
自
治

体
の
立
場

と
し
て
、

よ
り
一
層

の
工
夫
を

凝
ら
し
取

り
組
ん
で

い
く
。

 

野
生
動
物
対
策
の
窓
口
一
本
化
を

近
年
、
市
内
で
増
加
傾
向
に
あ
る

野
生
動
物
対
策
の
窓
口
の
分
か
り

づ
ら
さ※

を
解
消
す
る
た
め
、
窓
口
を

一
本
化
で
き
な
い
か

野
生
鳥
獣
に
対
す
る
市
民
か
ら
の

連
絡
窓
口
を
農
林
課
に
統
一
し
、

現
場
対
応
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

空
き
家
対
策

複
合
的
な
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る

空
き
家
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

相
談
室
の
開
設
と
、
空
き
家
対
策
の
さ

ら
な
る
周
知
手
段
に
つ
い
て
問
う

相
談
窓
口
へ
分
か
り
や
す
く
誘
導

で
き
る
よ
う
、
空
き
地
対
策
の
窓

口
も
含
め
た
「
空
き
家
・
空
き
地
サ
ポ

ー
ト
デ
ス
ク
」
な
ど
の
設
置
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
対
策
制
度
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
本
年
７
月
に
締
結
し
た
包

括
連
携
協
定
に
よ
り
、
市
内
９
か
所
の

郵
便
局
で
空
き
家
制
度
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
、
情
報

Q

型
化
し
た
机
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
教
室
空
間
に
余
裕
が
な

く
な
る
。
教
室
の
面
積
を
広
げ
る
作
業

に
着
手
せ
よ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
推
進

す
る
上
で
、
教
室
内
の
手
狭
感
は

否
め
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
の

学
校
施
設
は
建
物
本
体
や
設
備
の
老
朽

化
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た

少
子
化
な
ど
の
社
会
状
況
や
教
育
内

容
・
方
法
等
の
多
様
化
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
学
校
施
設
へ

の
ニ
ー
ズ
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
令
和
２
年

３
月
に
「
能
美
市
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
」
を
策
定
し
た
。
国
の
財
政
支
援

や
今
後
の
学
級
標
準
人
数
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

 

児
童
生
徒
の
自
殺
予
防

子
ど
も
の
自
殺
予
防
と
し
て
、
小

中
学
校
に
配
備
さ
れ
た
学
習
用
端

末
を
有
効
に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
早
期
に
把
握
す
る
仕
組

み
を
構
築
せ
よ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
、
児
童
生
徒

か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
可
視
化
す
る
機

能
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
自

殺
の
危
険
の
高
い
児
童
生
徒
を
早
期
に

発
見
し
対
応
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り

組
み
や
、
そ
の
成
果
を
市
内
全
小
中
学

校
に
広
め
る
と
と
も
に
、
精
神
の
不
調

を
読
み
取
る
専
用
の
ア
プ
リ
等
を
活
用

し
て
い
る
全
国
的
な
先
進
事
例
に
も
学

び
な
が
ら
、
自
殺
を
未
然
に
防
ぎ
、
か

け
が
え
の
な
い
児
童
生
徒
の
命
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

 

小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
改
善

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
本
格
導
入
に
伴

い
、
従
来
の
教
室
机
に
代
え
て
大
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東　 正幸 議員
　

ひがし　　　  まさ　ゆき

山下 　毅 議員
市民の声
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※アライグマは生活環境課、ハクビシン・タヌキは農林課、
　ニホンカモシカはまなび文化課が担当課となっている

▲ＧＩＧＡスクール構想に対応した教育環境を

▲窓口の一本化でスピード感のある対応を期待

卯野 修三 議員
勇　気

う　  の　　しゅうぞう

山本 　悟 議員
大　志

やま  もと　　　　さとる

▲ＳＤＧｓの視点で
　社会インフラ整備を
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Ｆ
ー
35
Ａ
戦
闘
機
配
備

騒
音
拡
大
や
安
全
性
は
ど
の
よ
う

に
確
認
さ
れ
て
い
る
か

現
在
の
Ｆ
ー
15
戦
闘
機
と
の
比
較

で
、
騒
音
値
は
４
〜
10
デ
シ
ベ
ル

程
度
高
く
な
る
が
、
体
感
的
に
は
同
程

度
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
近
畿
中
部
防

衛
局
か
ら
「
安
全
性
に
問
題
は
な
い
」

と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
爆
撃
可
能
な
精
密

誘
導
爆
弾
も
搭
載
で
き
る
攻
撃
型

の
戦
闘
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
地
機

能
の
強
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

現
在
の
Ｆ
ー
15
の
飛
行
隊
と
同

様
、
防
空
の
任
務
に
就
く
予
定
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

無
料
低
額
診
療

調
剤
薬
局
も
無
料
低
額
診
療
の
対

象
に
な
る
よ
う
、
制
度
の
改
善
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

国
の
動
向
や

近
隣
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら

判
断
す
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

自
宅
療
養
し
て
い
る
妊
婦
へ
の
相

談
支
援
体
制
は

南
加
賀
保
健
所
で
毎
日
、
健
康
状

態
や
療
養
の
状
況
を
確
認
し
、
入

院
調
整
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
で

は
助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
電
話
相
談

が
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
感
染
対
策
や
行
事

の
対
応
は

最
大
限
の
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
、
可
能
な
限
り
学
校
行
事
や
部

活
動
な
ど
を
継
続
す
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
を
広
く

受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
せ
よ

市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
助
成
事
業
の
検

査
対
象
者
を
学
校
・
保
育
園
・
救

急
救
命
士
・
消
防
士
等
の
職
員
へ
拡
大

し
、
助
成
回
数
を
年
１
回
か
ら
２
回
に

増
や
し
て
支
援
す
る
。

　
抗
原
検
査
に
つ
い
て
は
、
国
が
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
小
中
学
校
の
職
員
な
ど

に
も
配
布
す
る
旨
の
指
針
を
示
し
、
感

染
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
障
害

者
手
帳
１
、
２
級
保
持
者
、
ま
た
介
護

認
定
４
、
５
級
の
人
に
は
個
別
の
周
知

を
行
う
べ
き
で
な
い
か

周
知
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
能
美
市

安
心
の
て
び
き
に
記
載
し
て
い
る
。

　
個
別
案
内
は
可
能
で
あ
る
が
、
判
定

が
複
雑
な
た
め
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
助
成
を

生
ご
み
の
た
い
肥
化
を
進
め
る
た

め
の
仕
組
み
を
検
討
せ
よ

た
い
肥
を
市
が
買
い
取
り
、
販
売

す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
循
環
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
様
々
な
課
題

は
あ
る
が
、
近
隣
市
の
取
り
組
み
に
関

心
も
高
く
、
注
視
し
て
い
き
た
い
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る
助

成
制
度
を
設
け
ら
れ
な
い
か

た
い
肥
化
し
た
も
の
が
、
地
域
で

循
環
す
る
仕
組
み
が
で
き
る
か
を

併
せ
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

高
齢
者
の
実
態
と
支
援
の
強
化

全
高
齢
者
に
対
し
、
市
と
し
て

も
れ
な
く
実
態
調
査
を
行
い
、
必

要
な
人
に
生
活
支
援
を
行
え

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
約
３
０

０
０
世
帯
を
対
象
に
、
福
祉
見
守

り
安
心
マ
ッ
プ
調
査
を
毎
年
行
っ
て
お

り
、
悉
皆
調
査
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　
今
後
は
、
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援

を
さ
ら
に
進
め
る
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
に

取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

孤
独
死
を
生
ま
な
い
、
ま
た
早
期

に
発
見
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
れ

孤
独
死
は
、
新
聞
配
達
員
か
ら
の

連
絡
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か

ら
の
見
守
り
活
動
、
友
人
か
ら
の
連
絡

に
よ
り
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
孤
立
化
の
可
能
性
が
あ
る
高
齢
者
に

対
し
、
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
訪
問
し
、
受
診
勧
奨
等
を
行
う
訪

問
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
郵
便
局
と
の
見
守
り
連
携
な
ど
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
強
化

し
、
孤
独
死
の
早
期
発
見
、
予
防
に
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の

住
宅
用
地
も
開
発
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
か

用
地
を
所
有
す
る
県
当
局
の
意
向

も
踏
ま
え
、
相
談
し
な
が
ら
住
宅

用
地
の
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
東
部
地

区
の
地
元
７
つ
の
町
会
の
方
々
が
主
体

と
な
っ
て
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
の
振
興
、
市
民
が
描
い
た
地

域
の
未
来
像
を
具
現
化
で
き
る
取
り
組

み
の
支
援
と
と
も
に
、
空
き
家
・
空
き

地
の
有
効
活
用
も
進
め
な
が
ら
、
移

住
・
定
住
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

 

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
を

国
が
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

決
定
し
た
と
き
に
備
え
、
事
前
の

検
討
や
準
備
が
必
要
で
は
な
い
か

３
回
目
の
接
種
が
決
定
し
た
場
合

に
は
迅
速
か
つ
適
切
に
開
始
で
き

る
よ
う
、

体
制
の
構

築
、
人
員

体
制
等
を

進
め
る
。

 

金
沢
大
学
用
地
の
整
備
計
画

徳
山
町
・
和
気
町
・
松
が
岡
地
内

に
わ
た
る
金
沢
大
学
用
地
の
取
得

後
の
整
備
計
画
や
実
施
方
法
、
住
宅
用

地
の
売
却
ま
で
の
執
行
方
法
等
を
問
う

ま
ず
は
用
地
取
得
に
際
し
、
能
美

市
土
地
開
発
公
社
を
活
用
し
、
令

和
４
年
度
中
に
金
沢
大
学
を
は
じ
め
周

辺
の
用
地
所
有
者
と
用
地
売
買
の
契
約

を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
詳
細

な
計
画
や
開
発
手
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

開
発
予
定
地
の
周
辺
に
は
、
民
間

の
住
宅
用
地
が
点
在
し
て
い
る
。

周
辺
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
る
か

開
発
地
周
辺
に
は
、
和
光
台
・
松

が
岡
等
の
民
間
開
発
に
よ
る
魅
力

的
な
住
宅
地
が
あ
り
、
現
在
も
積
極
的

に
宅
地
分
譲
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
加

賀
産
業
開
発
道
路
に
も
近
い
こ
と
か

ら
、利
便
施
設
の
立
地
も
視
野
に
入
れ
、

こ
の
地
域
の
発
展
に
最
大
限
効
果
が
発

揮
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

 

宅
地
開
発
構
想

金
沢
大
学
が
所
有
す
る
辰
口
地
区

の
山
林
を
能
美
市
に
譲
渡
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

特
色
・
魅
力
を
打
ち
出
し
て
開
発
す
る

の
か

金
沢
大
学
か
ら
有
償
譲
渡
さ
れ
る

予
定
の
丘
陵
地
を
含
め
た
開
発
用

地
は
、
緑
が
丘
・
松
が
岡
・
和
光
台
・

泉
台
町
な
ど
の
閑
静
な
住
宅
地
と
、
東

に
広
が
る
自
然
豊
か
な
丘
陵
地
に
囲
ま

れ
、
加
賀
産
業
開
発
道
路
な
ど
の
幹
線

道
路
の
結
節
点
を
有
す
る
な
ど
、
能
美

市
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

　
ま
た
、
金
沢
や
小
松
方
面
へ
の
通
勤

の
利
便
性
が
高
い
こ
と
や
、
辰
口
丘
陵

公
園
や
い
し
か
わ
動
物
園
、
九
谷
陶
芸

村
に
も
近
い
な
ど
、
地
域
の
魅
力
に
容

易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
好
条
件
を

持
っ
た
地
域
で
あ
る
。

　
こ
の
開
発
に
お
い
て
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
配
慮

し
つ
つ
、
地

理
的
条
件
の

優
位
性
を
最

大
限
に
生
か

し
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
、

移
住
・
定
住

の
促
進
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に
よ
る

差
別
防
止

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

無
に
よ
る
差
別
を
防
止
す
る
た
め

の
、
啓
発
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は

個
人
の
判
断
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
有
無
に
よ
っ
て
、
差
別
や
偏
見

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
接
種
さ
れ
る
方
が
よ
く
考
え
て
接
種

を
判
断
で
き
る
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
の
意

義
や
有
効
性
、
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て

正
確
な
情
報
を
周
知
し
て
い
る
。

　
身
体
的
な
理
由
な
ど
に
よ
っ
て
接
種

で
き
な
い
人
も
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
接
種
の
強
制
や
接
種
し
て
い

な
い
市
民
へ
の
差
別
や
誹
謗
中
傷
に
つ

な
が
る
言
動
に
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
の
み
な
ど
に

お
い
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
等
の
教
育
機
関
や
人
権

擁
護
委
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
市
民

へ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
努

め
、
差
別
的
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐伯 富美子 議員
日本共産党

さえき　　ふ　　み　 こ

嵐　 昭夫 議員
市　民

あらし　　　  あき　お

▲いしかわサイエンスパークの
　住宅用地開発を

▲魅力的な宅地開発を期待▲F-35A　出典：航空自衛隊ホームページ（https://www.mod.go.jp/asdf/special/download/wallpaper/F-35/index.html）

今尾 晃司 議員
　

いま　 お　　こう　じ

近藤 啓子 議員
日本共産党

こん  どう　  けい　こ
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か
い

▲能美市安心のてびき
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Ｆ
ー
35
Ａ
戦
闘
機
配
備

騒
音
拡
大
や
安
全
性
は
ど
の
よ
う

に
確
認
さ
れ
て
い
る
か

現
在
の
Ｆ
ー
15
戦
闘
機
と
の
比
較

で
、
騒
音
値
は
４
〜
10
デ
シ
ベ
ル

程
度
高
く
な
る
が
、
体
感
的
に
は
同
程

度
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
近
畿
中
部
防

衛
局
か
ら
「
安
全
性
に
問
題
は
な
い
」

と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
爆
撃
可
能
な
精
密

誘
導
爆
弾
も
搭
載
で
き
る
攻
撃
型

の
戦
闘
機
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
地
機

能
の
強
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

現
在
の
Ｆ
ー
15
の
飛
行
隊
と
同

様
、
防
空
の
任
務
に
就
く
予
定
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

無
料
低
額
診
療

調
剤
薬
局
も
無
料
低
額
診
療
の
対

象
に
な
る
よ
う
、
制
度
の
改
善
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

国
の
動
向
や

近
隣
市
町
の

状
況
を
見
な
が
ら

判
断
す
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

自
宅
療
養
し
て
い
る
妊
婦
へ
の
相

談
支
援
体
制
は

南
加
賀
保
健
所
で
毎
日
、
健
康
状

態
や
療
養
の
状
況
を
確
認
し
、
入

院
調
整
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
で

は
助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
電
話
相
談

が
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
感
染
対
策
や
行
事

の
対
応
は

最
大
限
の
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
、
可
能
な
限
り
学
校
行
事
や
部

活
動
な
ど
を
継
続
す
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
を
広
く

受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
せ
よ

市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
助
成
事
業
の
検

査
対
象
者
を
学
校
・
保
育
園
・
救

急
救
命
士
・
消
防
士
等
の
職
員
へ
拡
大

し
、
助
成
回
数
を
年
１
回
か
ら
２
回
に

増
や
し
て
支
援
す
る
。

　
抗
原
検
査
に
つ
い
て
は
、
国
が
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
小
中
学
校
の
職
員
な
ど

に
も
配
布
す
る
旨
の
指
針
を
示
し
、
感

染
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
障
害

者
手
帳
１
、
２
級
保
持
者
、
ま
た
介
護

認
定
４
、
５
級
の
人
に
は
個
別
の
周
知

を
行
う
べ
き
で
な
い
か

周
知
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
能
美
市

安
心
の
て
び
き
に
記
載
し
て
い
る
。

　
個
別
案
内
は
可
能
で
あ
る
が
、
判
定

が
複
雑
な
た
め
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
助
成
を

生
ご
み
の
た
い
肥
化
を
進
め
る
た

め
の
仕
組
み
を
検
討
せ
よ

た
い
肥
を
市
が
買
い
取
り
、
販
売

す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
循
環
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
様
々
な
課
題

は
あ
る
が
、
近
隣
市
の
取
り
組
み
に
関

心
も
高
く
、
注
視
し
て
い
き
た
い
。

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る
助

成
制
度
を
設
け
ら
れ
な
い
か

た
い
肥
化
し
た
も
の
が
、
地
域
で

循
環
す
る
仕
組
み
が
で
き
る
か
を

併
せ
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

高
齢
者
の
実
態
と
支
援
の
強
化

全
高
齢
者
に
対
し
、
市
と
し
て

も
れ
な
く
実
態
調
査
を
行
い
、
必

要
な
人
に
生
活
支
援
を
行
え

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
約
３
０

０
０
世
帯
を
対
象
に
、
福
祉
見
守

り
安
心
マ
ッ
プ
調
査
を
毎
年
行
っ
て
お

り
、
悉
皆
調
査
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　
今
後
は
、
医
療
・
介
護
・
生
活
支
援

を
さ
ら
に
進
め
る
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
に

取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

孤
独
死
を
生
ま
な
い
、
ま
た
早
期

に
発
見
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
れ

孤
独
死
は
、
新
聞
配
達
員
か
ら
の

連
絡
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か

ら
の
見
守
り
活
動
、
友
人
か
ら
の
連
絡

に
よ
り
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
孤
立
化
の
可
能
性
が
あ
る
高
齢
者
に

対
し
、
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
訪
問
し
、
受
診
勧
奨
等
を
行
う
訪

問
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
郵
便
局
と
の
見
守
り
連
携
な
ど
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
強
化

し
、
孤
独
死
の
早
期
発
見
、
予
防
に
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の

住
宅
用
地
も
開
発
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
か

用
地
を
所
有
す
る
県
当
局
の
意
向

も
踏
ま
え
、
相
談
し
な
が
ら
住
宅

用
地
の
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
東
部
地

区
の
地
元
７
つ
の
町
会
の
方
々
が
主
体

と
な
っ
て
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
の
振
興
、
市
民
が
描
い
た
地

域
の
未
来
像
を
具
現
化
で
き
る
取
り
組

み
の
支
援
と
と
も
に
、
空
き
家
・
空
き

地
の
有
効
活
用
も
進
め
な
が
ら
、
移

住
・
定
住
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

 

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
を

国
が
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

決
定
し
た
と
き
に
備
え
、
事
前
の

検
討
や
準
備
が
必
要
で
は
な
い
か

３
回
目
の
接
種
が
決
定
し
た
場
合

に
は
迅
速
か
つ
適
切
に
開
始
で
き

る
よ
う
、

体
制
の
構

築
、
人
員

体
制
等
を

進
め
る
。

 

金
沢
大
学
用
地
の
整
備
計
画

徳
山
町
・
和
気
町
・
松
が
岡
地
内

に
わ
た
る
金
沢
大
学
用
地
の
取
得

後
の
整
備
計
画
や
実
施
方
法
、
住
宅
用

地
の
売
却
ま
で
の
執
行
方
法
等
を
問
う

ま
ず
は
用
地
取
得
に
際
し
、
能
美

市
土
地
開
発
公
社
を
活
用
し
、
令

和
４
年
度
中
に
金
沢
大
学
を
は
じ
め
周

辺
の
用
地
所
有
者
と
用
地
売
買
の
契
約

を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
詳
細

な
計
画
や
開
発
手
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

開
発
予
定
地
の
周
辺
に
は
、
民
間

の
住
宅
用
地
が
点
在
し
て
い
る
。

周
辺
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
る
か

開
発
地
周
辺
に
は
、
和
光
台
・
松

が
岡
等
の
民
間
開
発
に
よ
る
魅
力

的
な
住
宅
地
が
あ
り
、
現
在
も
積
極
的

に
宅
地
分
譲
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
加

賀
産
業
開
発
道
路
に
も
近
い
こ
と
か

ら
、利
便
施
設
の
立
地
も
視
野
に
入
れ
、

こ
の
地
域
の
発
展
に
最
大
限
効
果
が
発

揮
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

 

宅
地
開
発
構
想

金
沢
大
学
が
所
有
す
る
辰
口
地
区

の
山
林
を
能
美
市
に
譲
渡
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

特
色
・
魅
力
を
打
ち
出
し
て
開
発
す
る

の
か

金
沢
大
学
か
ら
有
償
譲
渡
さ
れ
る

予
定
の
丘
陵
地
を
含
め
た
開
発
用

地
は
、
緑
が
丘
・
松
が
岡
・
和
光
台
・

泉
台
町
な
ど
の
閑
静
な
住
宅
地
と
、
東

に
広
が
る
自
然
豊
か
な
丘
陵
地
に
囲
ま

れ
、
加
賀
産
業
開
発
道
路
な
ど
の
幹
線

道
路
の
結
節
点
を
有
す
る
な
ど
、
能
美

市
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
。

　
ま
た
、
金
沢
や
小
松
方
面
へ
の
通
勤

の
利
便
性
が
高
い
こ
と
や
、
辰
口
丘
陵

公
園
や
い
し
か
わ
動
物
園
、
九
谷
陶
芸

村
に
も
近
い
な
ど
、
地
域
の
魅
力
に
容

易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
好
条
件
を

持
っ
た
地
域
で
あ
る
。

　
こ
の
開
発
に
お
い
て
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
配
慮

し
つ
つ
、
地

理
的
条
件
の

優
位
性
を
最

大
限
に
生
か

し
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
、

移
住
・
定
住

の
促
進
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に
よ
る

差
別
防
止

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

無
に
よ
る
差
別
を
防
止
す
る
た
め

の
、
啓
発
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は

個
人
の
判
断
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
有
無
に
よ
っ
て
、
差
別
や
偏
見

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
接
種
さ
れ
る
方
が
よ
く
考
え
て
接
種

を
判
断
で
き
る
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
の
意

義
や
有
効
性
、
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て

正
確
な
情
報
を
周
知
し
て
い
る
。

　
身
体
的
な
理
由
な
ど
に
よ
っ
て
接
種

で
き
な
い
人
も
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
接
種
の
強
制
や
接
種
し
て
い

な
い
市
民
へ
の
差
別
や
誹
謗
中
傷
に
つ

な
が
る
言
動
に
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
の
み
な
ど
に

お
い
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
等
の
教
育
機
関
や
人
権

擁
護
委
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
市
民

へ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
努

め
、
差
別
的
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
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問質般一

　
単
に
ボ
ッ
ク
ス
を
配
置
す
る
だ
け
で

な
く
、
災
害
対
応
に
必
要
な
備
え
の
一

つ
と
し
て
、
必
要
性
や
活
用
の
在
り
方

を
調
査
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
な

ど
の
意
見
も
伺
い
、
配
置
の
有
効
性
を

検
討
す
る
。

 

電
気
自
動
車
・
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

電
気
自
動
車
を
公
用
車
に
導
入
せ

よ
。
あ
わ
せ
て
一
般
利
用
者
も
使

用
で
き
る
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
公
共

施
設
な
ど
に
設
置
で
き
な
い
か

電
気
自
動
車
の
公
用
車
へ
の
導
入

に
つ
い
て
、
車
種
が
少
な
い
、
コ

ス
ト
が
高
い
、
航
続
距
離
が
短
い
な
ど

の
課
題
は
あ
る
が
、
用
途
と
必
要
性
に

応
じ
て
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
市
環
境
基
本
計
画
の
基
本
方
針

の
一
つ
で
あ
る
「
環
境
負
荷
を
抑
え
、

資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、

設
置
の
検
討
を
進
め
る
。

 

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

認
知
症
を
早
期
に
発
見
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
軽
度
認
知
障
害
か

ど
う
か
を
電
話
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

「
あ
た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
導
入

し
て
は
ど
う
か

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
電
話
に
よ

る
認
知
症
の
早
期
発
見
の
取
り
組

み
は
有
効
な
手
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

県
外
他
市
の
実
績
を
調
査
し
、
健
診
や

人
間
ド
ッ
ク
で
の
活
用
に
つ
い
て
、
市

医
師
会
と
も
検
討
す
る
。

 

避
難
所
開
設
ボ
ッ
ク
ス

「
避
難
所
開
設
ボ
ッ
ク
ス
」
を
指

定
避
難
所
や
町
会
・
町
内
会
の
公

民
館
な
ど
へ
設
置
せ
よ
。
市
担
当
者
の

指
導
の
下
、
例
え
ば
、
地
域
の
代
表
と

実
際
に
開
設
す
る
演
習
が
で
き
な
い
か

「
避
難
所
開
設
ボ
ッ
ク
ス
」
と
は
、

災
害
時
に
少
な
い
人
数
で
も
避
難

所
が
開
設
で
き
る
よ
う
に
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
運
営
に
最
低
限
必
要
な
備
品
な
ど

を
収
納
し
た
箱
（
ボ
ッ
ク
ス
）
の
こ
と

で
あ
る
。

問質般一

な
方
の
実
態
把
握
と
し
て
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
に
お
願
い
し
て
い
る

「
福
祉
見
守
り
あ
ん
し
ん
マ
ッ
プ
調
査
」

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
取
り
組
む
。

 

児
童
の
安
全
な
通
学
路
の
確
保
を

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
対
策

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
、
登
下

校
の
交
通
安
全
指
導
や
通
学
路
の

安
全
確
認
、
能
美
警
察
署
と
連
携
し
た

交
通
安
全
教
室
な
ど
、
具
体
的
な
指
導

を
児
童
生
徒
に
行
っ
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
計
画
的
に
進
め
て
き
た
交
通
安
全
対

策
で
、
車
の
運
転
者
に
通
学
路
で
あ
る

こ
と
を
視
覚
的
に
意
識
さ
せ
る
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
横
断
歩
道
や
車
に
減
速
を

促
す
路
面
標
示
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
、
注

意
を
促
す
電
柱
看
板
な
ど
の
設
置
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
、
通
学
路
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
を
強
化

し
て
い
く
。

QAQA

QA
 

打
ち
上
げ
花
火
の
実
施

昨
年
度
好
評
だ
っ
た
市
内
三
か
所

の
打
ち
上
げ
花
火
を
今
年
も
実
施

し
て
は
ど
う
か

昨
年
度
は
、
根
上
り
七
夕
ま
つ
り

や
辰
口
ま
つ
り
の
中
止
に
よ
り
花

火
を
堪
能
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
こ
と

や
、
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

オ
ー
プ
ン
、
能
美
市
誕
生
15
周
年
を
記

念
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
、
医

療
従
事
者
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
敬
意
を

表
す
る
目
的
で
打
ち
上
げ
花
火
を
市
内

三
か
所
で
実
施
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
感
染
状
況
な

ど
を
注
視
し
な
が
ら
昨
年
度
同
様
の
思

い
を
込
め
、
期
待
に
沿
え
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

 

空
き
地
の
活
用

集
落
内
の
建
物
を
撤
去
し
た
空
き

地
の
活
用
を

現
在
、
空
き
地
に
つ
い
て
は
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
の
よ
う
な
登
録
制

度
が
な
い
。
住
宅
地
以
外
で
の
活
用
に

つ
い
て
も
、
町
会
・
町
内
会
が
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
整
備
す
る
場
合
、
補

助
要
件
の
緩
和
も
行
っ
て
い
る
。
市
民

か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設

置
す
る
「
空
き
家
・
空
き
地
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」
に
お
い
て
対
応
し
て
い
く
。

 

通
学
路
の
安
全
確
保

市
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
標
識
の
設

置
を

カ
ラ
ー
舗
装
＝
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
を
活
用
し
た
通
行
帯
は
、
既

存
の
社
会
資
本
を
最
大
限
に
活
用
で

き
、
利
用
者
の
評
価
も
高
い
た
め
、

今
後
、
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
電
柱

公
告
を
活
用
し
た
看
板
設
置
な
ど
、

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
通
学
路

の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

QQA A

QA り
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推
進
の
観
点

か
ら
重
要
と
考
え
て
い
る
。
支
援
制
度

は
、
地
域
の
市
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら

検
討
す
る
。

 

冬
季
降
雪
後
の
歩
道
除
雪

冬
季
降
雪
後
の
歩
行
式
小
型
除
雪

機
の
配
備
及
び
機
動
的
な
活
動
策

を
問
う除

雪
体
制
時
は
、
本
庁
舎
に
は
大

型
２
台
・
小
型
４
台
、
寺
井
分

室
・
寺
井
地
区
公
民
館
に
大
型
２
台
・

小
型
２
台
、
根
上
分
室
・
根
上
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
大
型
２
台
・
小
型
２
台

を
配
備
し
、
町
会
・
町
内
会
の
要
望
に

よ
り
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
降
雪
時
の
歩
行
空
間
の
確
保
を
図
る

た
め
の
歩
道
・
通
学
路
等
の
除
雪
に

は
、
町
会
・
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
協

働
で
除
雪
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
歩
行
式
小
型
除
雪
機
を
よ
り
活
用
で

き
る
よ
う
に
、
今
年
度
は
試
行
的
に
積

雪
の
多
い
辰
口
地
区
の
小
学
校
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
セ

ン
タ
ー
等
に

小
型
除
雪
機

を
配
備
し
、

活
用
状
況
を

確
認
し
、
今

後
の
配
備
計

画
等
に
役
立

て
た
い
。

 

宮
竹
小
学
校
区
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を

宮
竹
小
学
校
区
で
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
、
や
さ
し
い

道
路
空
間
づ
く
り
協
議
会
の
今
後
の
取

り
組
み
を
問
う

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
宮

竹
町
会
及
び
東
部
地
区
振
興
会
、

保
育
園
、
小
学
校
、
警
察
署
、
石
川
県
、

能
美
市
を
構
成
員
と
し
て
地
域
協
働
組

織
を
９
月
に
設
立
し
、
危
険
個
所
の
把

握
、
そ
れ
を
受
け
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
基
に
、
基
本
方
針
・
基
本
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
安
全
・
安
心
で
快
適
と
感

じ
る
や
さ
し
い
道
路
空
間
を
、
地
域
と

一
緒
に
考
え
創
出
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
た
い
。

 

移
住
・
定
住
支
援
策

土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
か
ら
市
内

の
安
全
な
地
域
に
移
転
さ
れ
る
場

合
の
支
援
策
を
問
う

災
害
リ
ス
ク
を
抱
え
る
地
域
か

ら
、
よ
り
安
全
な
エ
リ
ア
へ
住
居

を
移
転
す
る
こ
と
は
、
防
災
ま
ち
づ
く

QAQA

QA

QA

北村 周士 議員
　

きた  むら　 しゅう  じ

仙台 謙三 議員
公明党

せん  だい　 けん  ぞう

▲宮竹小学校区にキッズゾーンを

▲みまもりあいアプリの
　積極的な活用を

▲昨年好評だった打ち上げ花火をもう一度

倉元 正順 議員

くら  もと　  せいじゅん

南山 修一 議員

みなみやま　 しゅういち

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
会
議
等

は
平
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
参
加
し

や
す
い
時
間
帯
で
開
催
で
き
な
い
か

今
年
度
は
試
験
的
に
一
つ
の
地
区

で
期
間
を
定
め
、
夜
間
の
時
間
帯

に
定
例
会
を
開
催
し
、
そ
の
結
果
、
次

年
度
の
開
催
時
間
帯
を
決
定
し
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。

　
今
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
の
会
議
に
、
よ
り
参
加
し
や
す
く
な

る
よ
う
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
活
動
の
支
援
に
努
め
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
か
ら
、
全
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
お
い
て
、

各
種
会
合
の
連
絡
や
相
談
及
び
実
態
把

握
に
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
体
制
づ
く

り
が
で
き
な
い
か

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
活
動
団

体
の
連
絡
や
会
合
の
出
欠
確
認
、
各
種

情
報
の
配
信
等
の
機
能
が
あ
る
「
み
ま

も
り
あ
い
ア
プ
リ
」
を
導
入
し
た
。

　
ま
た
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

害
者
等
の
見
守
り
、
相
談
支
援
が
必
要

QAQA

▲市内公共施設にも充電ステーションの設置を
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単
に
ボ
ッ
ク
ス
を
配
置
す
る
だ
け
で

な
く
、
災
害
対
応
に
必
要
な
備
え
の
一

つ
と
し
て
、
必
要
性
や
活
用
の
在
り
方

を
調
査
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
な

ど
の
意
見
も
伺
い
、
配
置
の
有
効
性
を

検
討
す
る
。

 

電
気
自
動
車
・
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

電
気
自
動
車
を
公
用
車
に
導
入
せ

よ
。
あ
わ
せ
て
一
般
利
用
者
も
使

用
で
き
る
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
公
共

施
設
な
ど
に
設
置
で
き
な
い
か

電
気
自
動
車
の
公
用
車
へ
の
導
入

に
つ
い
て
、
車
種
が
少
な
い
、
コ

ス
ト
が
高
い
、
航
続
距
離
が
短
い
な
ど

の
課
題
は
あ
る
が
、
用
途
と
必
要
性
に

応
じ
て
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
市
環
境
基
本
計
画
の
基
本
方
針

の
一
つ
で
あ
る
「
環
境
負
荷
を
抑
え
、

資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、

設
置
の
検
討
を
進
め
る
。

 

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

認
知
症
を
早
期
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発
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す
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取
り
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ッ
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康
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ッ
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て
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ロ
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よ
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認
知
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早
期
発
見
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取
り
組
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手
法
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一
つ
と
考
え
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。

県
外
他
市
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実
績
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調
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し
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健
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人
間
ド
ッ
ク
で
の
活
用
に
つ
い
て
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市

医
師
会
と
も
検
討
す
る
。

 

避
難
所
開
設
ボ
ッ
ク
ス

「
避
難
所
開
設
ボ
ッ
ク
ス
」
を
指

定
避
難
所
や
町
会
・
町
内
会
の
公

民
館
な
ど
へ
設
置
せ
よ
。
市
担
当
者
の

指
導
の
下
、
例
え
ば
、
地
域
の
代
表
と

実
際
に
開
設
す
る
演
習
が
で
き
な
い
か

「
避
難
所
開
設
ボ
ッ
ク
ス
」
と
は
、

災
害
時
に
少
な
い
人
数
で
も
避
難

所
が
開
設
で
き
る
よ
う
に
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
運
営
に
最
低
限
必
要
な
備
品
な
ど

を
収
納
し
た
箱
（
ボ
ッ
ク
ス
）
の
こ
と

で
あ
る
。
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な
方
の
実
態
把
握
と
し
て
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
に
お
願
い
し
て
い
る

「
福
祉
見
守
り
あ
ん
し
ん
マ
ッ
プ
調
査
」

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
取
り
組
む
。

 

児
童
の
安
全
な
通
学
路
の
確
保
を

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
対
策

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
、
登
下

校
の
交
通
安
全
指
導
や
通
学
路
の

安
全
確
認
、
能
美
警
察
署
と
連
携
し
た

交
通
安
全
教
室
な
ど
、
具
体
的
な
指
導

を
児
童
生
徒
に
行
っ
て
い
る
。

　
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
計
画
的
に
進
め
て
き
た
交
通
安
全
対

策
で
、
車
の
運
転
者
に
通
学
路
で
あ
る

こ
と
を
視
覚
的
に
意
識
さ
せ
る
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
横
断
歩
道
や
車
に
減
速
を

促
す
路
面
標
示
、
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
、
注

意
を
促
す
電
柱
看
板
な
ど
の
設
置
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
、
通
学
路
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
を
強
化

し
て
い
く
。
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打
ち
上
げ
花
火
の
実
施

昨
年
度
好
評
だ
っ
た
市
内
三
か
所

の
打
ち
上
げ
花
火
を
今
年
も
実
施

し
て
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ど
う
か

昨
年
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は
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根
上
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七
夕
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つ
り

や
辰
口
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つ
り
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中
止
に
よ
り
花

火
を
堪
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す
る
機
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が
失
わ
れ
た
こ
と

や
、
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

オ
ー
プ
ン
、
能
美
市
誕
生
15
周
年
を
記

念
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
い
、
医

療
従
事
者
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
敬
意
を

表
す
る
目
的
で
打
ち
上
げ
花
火
を
市
内

三
か
所
で
実
施
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
感
染
状
況
な

ど
を
注
視
し
な
が
ら
昨
年
度
同
様
の
思

い
を
込
め
、
期
待
に
沿
え
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

 

空
き
地
の
活
用

集
落
内
の
建
物
を
撤
去
し
た
空
き

地
の
活
用
を

現
在
、
空
き
地
に
つ
い
て
は
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
の
よ
う
な
登
録
制

度
が
な
い
。
住
宅
地
以
外
で
の
活
用
に

つ
い
て
も
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町
会
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町
内
会
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町
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の

憩
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場
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整
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る
場
合
、
補
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要
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っ
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市
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は
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す
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空
き
家
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空
き
地
サ
ポ
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ト
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ス
ク
」
に
お
い
て
対
応
し
て
い
く
。

 

通
学
路
の
安
全
確
保

市
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
標
識
の
設

置
を

カ
ラ
ー
舗
装
＝
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リ
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ン
ベ
ル
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し
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施
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学
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施
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。

QQA A

QA り
や
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テ
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観
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て
い
る
。
支
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地
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が
ら

検
討
す
る
。

 

冬
季
降
雪
後
の
歩
道
除
雪

冬
季
降
雪
後
の
歩
行
式
小
型
除
雪

機
の
配
備
及
び
機
動
的
な
活
動
策

を
問
う除

雪
体
制
時
は
、
本
庁
舎
に
は
大

型
２
台
・
小
型
４
台
、
寺
井
分

室
・
寺
井
地
区
公
民
館
に
大
型
２
台
・

小
型
２
台
、
根
上
分
室
・
根
上
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
大
型
２
台
・
小
型
２
台

を
配
備
し
、
町
会
・
町
内
会
の
要
望
に

よ
り
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
降
雪
時
の
歩
行
空
間
の
確
保
を
図
る

た
め
の
歩
道
・
通
学
路
等
の
除
雪
に

は
、
町
会
・
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
協

働
で
除
雪
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
歩
行
式
小
型
除
雪
機
を
よ
り
活
用
で

き
る
よ
う
に
、
今
年
度
は
試
行
的
に
積

雪
の
多
い
辰
口
地
区
の
小
学
校
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
セ

ン
タ
ー
等
に

小
型
除
雪
機

を
配
備
し
、

活
用
状
況
を

確
認
し
、
今

後
の
配
備
計

画
等
に
役
立

て
た
い
。

 

宮
竹
小
学
校
区
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を

宮
竹
小
学
校
区
で
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
、
や
さ
し
い

道
路
空
間
づ
く
り
協
議
会
の
今
後
の
取

り
組
み
を
問
う

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
宮

竹
町
会
及
び
東
部
地
区
振
興
会
、

保
育
園
、
小
学
校
、
警
察
署
、
石
川
県
、

能
美
市
を
構
成
員
と
し
て
地
域
協
働
組

織
を
９
月
に
設
立
し
、
危
険
個
所
の
把

握
、
そ
れ
を
受
け
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
基
に
、
基
本
方
針
・
基
本
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
安
全
・
安
心
で
快
適
と
感

じ
る
や
さ
し
い
道
路
空
間
を
、
地
域
と

一
緒
に
考
え
創
出
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
た
い
。

 

移
住
・
定
住
支
援
策

土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
か
ら
市
内

の
安
全
な
地
域
に
移
転
さ
れ
る
場

合
の
支
援
策
を
問
う

災
害
リ
ス
ク
を
抱
え
る
地
域
か

ら
、
よ
り
安
全
な
エ
リ
ア
へ
住
居

を
移
転
す
る
こ
と
は
、
防
災
ま
ち
づ
く

QAQA

QA

QA

北村 周士 議員
　

きた  むら　 しゅう  じ

仙台 謙三 議員
公明党

せん  だい　 けん  ぞう

▲宮竹小学校区にキッズゾーンを

▲みまもりあいアプリの
　積極的な活用を

▲昨年好評だった打ち上げ花火をもう一度

倉元 正順 議員
くら  もと　  せいじゅん

南山 修一 議員
みなみやま　 しゅういち

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
会
議
等

は
平
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
参
加
し

や
す
い
時
間
帯
で
開
催
で
き
な
い
か

今
年
度
は
試
験
的
に
一
つ
の
地
区

で
期
間
を
定
め
、
夜
間
の
時
間
帯

に
定
例
会
を
開
催
し
、
そ
の
結
果
、
次

年
度
の
開
催
時
間
帯
を
決
定
し
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。

　
今
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
の
会
議
に
、
よ
り
参
加
し
や
す
く
な

る
よ
う
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
活
動
の
支
援
に
努
め
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
か
ら
、
全
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
お
い
て
、

各
種
会
合
の
連
絡
や
相
談
及
び
実
態
把

握
に
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
体
制
づ
く

り
が
で
き
な
い
か

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
活
動
団

体
の
連
絡
や
会
合
の
出
欠
確
認
、
各
種

情
報
の
配
信
等
の
機
能
が
あ
る
「
み
ま

も
り
あ
い
ア
プ
リ
」
を
導
入
し
た
。

　
ま
た
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

害
者
等
の
見
守
り
、
相
談
支
援
が
必
要

QAQA

▲市内公共施設にも充電ステーションの設置を
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日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
入

り
、
産
業
競
争
力
や
地
域
社
会

の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
産

業
や
社
会
の
変
革
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
農
業
に
お
い
て
も
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足

等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
前
提
と
し
た

新
た
な
農
業
へ
の
変
革
を
実
現

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
変
革
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
能
美
市
に
お
い
て

も
農
業
Ｄ
Ｘ
を
農
業
政
策
と
し

て
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
、

担
当
部
局
と
の
協
議
や
関
係
者

の
意
見
集
約
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
踏

ま
え
、
次
の
政
策
提
言
を
行
う
。

　
現
在
、
能
美
市
に
お
い
て
は

「
ス
マ
ー
ト
農
業
農
村
実
証
事

業
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
水
稲
の

育
成
と
複
合
活
動
の
実
証
実
験

や
、
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

継
続
的
な
事
業
継
続
支
援
と
、

農
業
者
が
農
村
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
理

解
を
深
め
、
小
規
模
農
業
者
も

参
画
し
、
実
施
で
き
る
よ
う
な

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
地
域
を
守
る
農
業
が
利
益
を

上
げ
、
継
続
性
を
持
つ
事
業
と

し
て
育
つ
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
能
美
市
の
学
校
給
食
は
、
辰

口
地
区
で
は
セ
ン
タ
ー
方
式
、

根
上
・
寺
井
地
区
で
は
自
校
方

式
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
自
校
方
式
の
調
理
場
は

い
ず
れ
も
老
朽
化
し
、
改
修
費

が
年
々
増
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
教
育
委
員
会
で
は
新
た

な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
向
け
た
整
備
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

　
学
校
給
食
の
現
状
や
課
題
に

即
し
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
執
行
部
と
の

意
見
交
換
や
市
内
給
食
施
設
の

現
地
視
察
、
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
基
本
計
画
の
中
間
報

告
に
対
す
る
提
言
を
行
っ
て
き

た
。
あ
わ
せ
て
、
食
育
に
関
す

る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

調
査
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過
を
踏

ま
え
、
次
の
所
感
を
述
べ
る
。

　
食
は
命
に
直
結
す
る
も
の
で

あ
り
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を

提
供
す
る
た
め
に
も
、
給
食
セ

ン
タ
ー
を
新
た
に
整
備
す
る
必

要
性
は
十
分
納
得
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
民
間
活

力
の
導
入
も
当
然
考
え
う
る
事

業
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
新
た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
衛
生
管
理
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
が
十
分
に
施
さ
れ
た
施
設
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校

給
食
や
食
材
、
調
理
す
る
人
な

ど
を
身
近
に
感
じ
、
食
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
培
う
こ
と
な
ど
、

よ
り
充
実
し
た
食
の
学
び
の
場

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

所
管
事
務
調
査
報
告

農村デジタルトランスフォーメーションについて総務産業 常　任
委員会

教育福祉 常　任
委員会

農村ＤＸへの参画支援を農村ＤＸへの参画支援を

①新学校給食センターの整備基本計画と民間資金等活用事業
　（PPP/PFI）※の導入計画について
②子供たちの未来を育む「食育」のさらなる推進について

新たな学校給食センターに期待新たな学校給食センターに期待

議会の活性化に関する検討会 タブレット型端末機と議員間討議について

改選後に議員間討議の導入を

７月

こんな活動をしていますこんな活動をしています議会日誌議会日誌

総務産業･･･総務産業常任委員会　　　
教育福祉･･･教育福祉常任委員会
予算決算･･･予算決算常任委員会

議会運営･･･議会運営委員会　　　
全員協議･･･議会全員協議会
広報特別･･･広報特別委員会

基地対策･･･基地対策特別委員会
活 性 化･･･議会の活性化に関する検討会

  5日 広報特別（議会だより71号の編集）

  6日 総務産業（各課報告）

  7日 教育福祉（各課報告）

10日 総務産業（各課報告）

11日 教育福祉（各課報告）

12日 活性化（タブレット、議員間討議）

20日 議会運営（第３回定例会会期日程）

 全員協議（　　　　　〃　　　　　）

26日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）

27日 活性化（タブレット、議員間討議）

  2日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（一般質問）

  3日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）

  6日 予算決算全体会

  7日 教育福祉、予算決算分科会（付託案件の審査）

  8日 総務産業、予算決算分科会（　　　〃　　　）

14日 総務産業、教育福祉、予算決算分科会

 予算決算全体会

 議会運営（第４回定例会会期日程他）

15日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）

 広報特別（議会だより72号のレイアウト案）

８月

９月

　
常
任
委
員
会
ご
と
に
定
め
た
年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

執
行
機
関
に
対
し
、
具
体
的
な
施
策
な
ど
を
提
案
す
る
の
が
所
管
事
務

調
査
報
告
。
定
例
会
最
終
日
に
報
告
し
た
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
当
検
討
会
で
は
、
議
長
の

諮
問
を
受
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
機
の
導
入
・
運
用
と

議
員
間
討
議
※

の
導
入
に
つ

い
て
協
議
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
協
議
結
果
を

踏
ま
え
、
次
の
意
見
答
申
を

行
う
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

①
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
、

令
和
３
年
11
月
か
ら
紙
資
料

の
配
布
を
廃
止
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
み
の
運
用
と
す
る

こ
と
。
②
出
席
者
全
員
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
で
き
る
よ

う
執
行
部
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

台
数
を
確
保
す
る
こ
と
。
③

機
器
更
新
の
際
に
、
セ
ル

ラ
ー
モ
デ
ル
の
導
入
を
検
討

す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

　
議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は
、

現
行
制
度
で
は
議
員
同
士
が

討
議
し
あ
う
規
定
・
ル
ー
ル

が
な
い
こ
と
か
ら
、
議
会
が

議
事
機
関
と
し
て
機
能
す
る

う
え
で
「
議
員
間
討
議
」
は

必
置
の
制
度
と
考
え
、
そ
の

導
入
を
提
言
す
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
及
び
議
員
間

討
議
は
議
会
の
活
性
化
に
は

必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、

継
続
し
て
諸
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
議

員
間
討
議
に
関
し
て
は
、
能

美
市
議
会
基
本
条
例
に
も
必

要
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
が
適
切
か
つ
円
滑

に
運
用
で
き
る
よ
う
、
改
選

後
に
新
た
に
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
さ
ら
な
る
検
討
を

重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
議
員
間
討
議
に

お
い
て
は
、
令
和
５
年
12
月

定
例
会
を
目
途
に
本
格
運
用

さ
れ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
要

望
す
る
。

※
議
員
間
討
議
：
賛
成
、
反
対
の
表
明
だ
け

で
な
く
、
議
員
同
士
が
意
見
を
自
由
に
述

べ
合
う
制
度

すでにセンター方式が採られている
辰口学校給食センター ※ＰＰＰ：官民連携の考え方・概念

　ＰＦＩ：官民連携を実施するための手法や方式

収量水分センサ付コンバイン
（収穫しながら収量・水分を測定できる）
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日
本
は
人
口
減
少
社
会
に
入

り
、
産
業
競
争
力
や
地
域
社
会

の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
産

業
や
社
会
の
変
革
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
農
業
に
お
い
て
も
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足

等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
前
提
と
し
た

新
た
な
農
業
へ
の
変
革
を
実
現

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
変
革
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
能
美
市
に
お
い
て

も
農
業
Ｄ
Ｘ
を
農
業
政
策
と
し

て
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
、

担
当
部
局
と
の
協
議
や
関
係
者

の
意
見
集
約
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
を
踏

ま
え
、
次
の
政
策
提
言
を
行
う
。

　
現
在
、
能
美
市
に
お
い
て
は

「
ス
マ
ー
ト
農
業
農
村
実
証
事

業
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
水
稲
の

育
成
と
複
合
活
動
の
実
証
実
験

や
、
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

継
続
的
な
事
業
継
続
支
援
と
、

農
業
者
が
農
村
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
理

解
を
深
め
、
小
規
模
農
業
者
も

参
画
し
、
実
施
で
き
る
よ
う
な

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
地
域
を
守
る
農
業
が
利
益
を

上
げ
、
継
続
性
を
持
つ
事
業
と

し
て
育
つ
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
能
美
市
の
学
校
給
食
は
、
辰

口
地
区
で
は
セ
ン
タ
ー
方
式
、

根
上
・
寺
井
地
区
で
は
自
校
方

式
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
自
校
方
式
の
調
理
場
は

い
ず
れ
も
老
朽
化
し
、
改
修
費

が
年
々
増
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
教
育
委
員
会
で
は
新
た

な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
向
け
た
整
備
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

　
学
校
給
食
の
現
状
や
課
題
に

即
し
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
執
行
部
と
の

意
見
交
換
や
市
内
給
食
施
設
の

現
地
視
察
、
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
基
本
計
画
の
中
間
報

告
に
対
す
る
提
言
を
行
っ
て
き

た
。
あ
わ
せ
て
、
食
育
に
関
す

る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

調
査
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過
を
踏

ま
え
、
次
の
所
感
を
述
べ
る
。

　
食
は
命
に
直
結
す
る
も
の
で

あ
り
、
安
全
・
安
心
な
給
食
を

提
供
す
る
た
め
に
も
、
給
食
セ

ン
タ
ー
を
新
た
に
整
備
す
る
必

要
性
は
十
分
納
得
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
民
間
活

力
の
導
入
も
当
然
考
え
う
る
事

業
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
新
た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
衛
生
管
理
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
が
十
分
に
施
さ
れ
た
施
設
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校

給
食
や
食
材
、
調
理
す
る
人
な

ど
を
身
近
に
感
じ
、
食
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
培
う
こ
と
な
ど
、

よ
り
充
実
し
た
食
の
学
び
の
場

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

所
管
事
務
調
査
報
告

農村デジタルトランスフォーメーションについて総務産業 常　任
委員会

教育福祉 常　任
委員会

農村ＤＸへの参画支援を農村ＤＸへの参画支援を

①新学校給食センターの整備基本計画と民間資金等活用事業
　（PPP/PFI）※の導入計画について
②子供たちの未来を育む「食育」のさらなる推進について

新たな学校給食センターに期待新たな学校給食センターに期待

議会の活性化に関する検討会 タブレット型端末機と議員間討議について

改選後に議員間討議の導入を

７月

こんな活動をしていますこんな活動をしています議会日誌議会日誌

総務産業･･･総務産業常任委員会　　　
教育福祉･･･教育福祉常任委員会
予算決算･･･予算決算常任委員会

議会運営･･･議会運営委員会　　　
全員協議･･･議会全員協議会
広報特別･･･広報特別委員会

基地対策･･･基地対策特別委員会
活 性 化･･･議会の活性化に関する検討会

  5日 広報特別（議会だより71号の編集）

  6日 総務産業（各課報告）

  7日 教育福祉（各課報告）

10日 総務産業（各課報告）

11日 教育福祉（各課報告）

12日 活性化（タブレット、議員間討議）

20日 議会運営（第３回定例会会期日程）

 全員協議（　　　　　〃　　　　　）

26日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）

27日 活性化（タブレット、議員間討議）

  2日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（一般質問）

  3日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）

  6日 予算決算全体会

  7日 教育福祉、予算決算分科会（付託案件の審査）

  8日 総務産業、予算決算分科会（　　　〃　　　）

14日 総務産業、教育福祉、予算決算分科会

 予算決算全体会

 議会運営（第４回定例会会期日程他）

15日 議会運営（議事日程）

 全員協議（　　〃　　）

 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）

 広報特別（議会だより72号のレイアウト案）

８月

９月

　
常
任
委
員
会
ご
と
に
定
め
た
年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

執
行
機
関
に
対
し
、
具
体
的
な
施
策
な
ど
を
提
案
す
る
の
が
所
管
事
務

調
査
報
告
。
定
例
会
最
終
日
に
報
告
し
た
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
当
検
討
会
で
は
、
議
長
の

諮
問
を
受
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
機
の
導
入
・
運
用
と

議
員
間
討
議
※

の
導
入
に
つ

い
て
協
議
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
協
議
結
果
を

踏
ま
え
、
次
の
意
見
答
申
を

行
う
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

①
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
、

令
和
３
年
11
月
か
ら
紙
資
料

の
配
布
を
廃
止
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
み
の
運
用
と
す
る

こ
と
。
②
出
席
者
全
員
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
で
き
る
よ

う
執
行
部
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

台
数
を
確
保
す
る
こ
と
。
③

機
器
更
新
の
際
に
、
セ
ル

ラ
ー
モ
デ
ル
の
導
入
を
検
討

す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

　
議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は
、

現
行
制
度
で
は
議
員
同
士
が

討
議
し
あ
う
規
定
・
ル
ー
ル

が
な
い
こ
と
か
ら
、
議
会
が

議
事
機
関
と
し
て
機
能
す
る

う
え
で
「
議
員
間
討
議
」
は

必
置
の
制
度
と
考
え
、
そ
の

導
入
を
提
言
す
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
及
び
議
員
間

討
議
は
議
会
の
活
性
化
に
は

必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、

継
続
し
て
諸
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
議

員
間
討
議
に
関
し
て
は
、
能

美
市
議
会
基
本
条
例
に
も
必

要
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
が
適
切
か
つ
円
滑

に
運
用
で
き
る
よ
う
、
改
選

後
に
新
た
に
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
さ
ら
な
る
検
討
を

重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
議
員
間
討
議
に

お
い
て
は
、
令
和
５
年
12
月

定
例
会
を
目
途
に
本
格
運
用

さ
れ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
要

望
す
る
。

※
議
員
間
討
議
：
賛
成
、
反
対
の
表
明
だ
け

で
な
く
、
議
員
同
士
が
意
見
を
自
由
に
述

べ
合
う
制
度

すでにセンター方式が採られている
辰口学校給食センター ※ＰＰＰ：官民連携の考え方・概念

　ＰＦＩ：官民連携を実施するための手法や方式

収量水分センサ付コンバイン
（収穫しながら収量・水分を測定できる）



能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。 第72号　能美市議会だより 16

広報特別委員会　委員長：北村 周士　副委員長：山下 毅　委員：嵐 昭夫、佐伯 富美子、卯野 修三、今尾 晃司

　能美市議会議員の今任期最後となる定例会を終え、
議会だよりとしてその内容をお伝えさせていただきま
した。この間、新型コロナウイルス感染症の拡大とい
う未曽有の国難がおとずれるなどと、誰が想像し得た
でしょうか。
　議会としても議長を先頭に、感染拡大防止に全力を
挙げて取り組む一方で、議会常任委員会の組織変更
（２常任委員会化）、議員定数の削減、議会基本条例

の検証と評価、タブレット端末の導入など、様々な議会
改革にも取り組んでまいりました。
　広報特別委員会と致しましても、市民の皆様により
分かりやすく伝わる内容にしようと、この４年間、試行
錯誤を重ねてまいりました。まだまだ工夫すべき点や
改善点など多々ございますが、新たな体制の中で、より
良い紙面づくりが行われていくものと信じております。

（北村 周士）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想

〒923-1297能美市来丸町1110番地
能美市議会事務局
ＴＥＬ：（0761）58-2240
Ｆ Ａ Ｘ：（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

編集後記

本会議の録画映像を
ウェブサイトで配信中！

能美市議会映像配信

【会期】
11月30日㈫～12月17日㈮

新型コロナウイルスの感染状況により傍聴を自粛いただく場合がございます

知っていますか？

会議録検索

利用料は無料！ぜひ利用してみてください

https://www.city.nomi.ishikawa.dbsr.jp

議会を知るのに便利なサイト

過去に行われた本会議の内容を検索して
文字で見ることができます。

令和３年４月にサイトをリニューアルし
より分かりやすいデザインになりました。

例えば「幼児教育」「男女共同参画」など
のキーワードで検索すると、関連する質問
や答弁などの内容をご覧いただけます。

12月定例会のお知らせ令和
３年

本会議 （提案理由説明）

本会議 （一般質問）

本会議 （採決等）

常任委員会
 （予算決算）

常任委員会
 （予算決算）

常任委員会
 （教育福祉）

常任委員会
 （総務産業）

日 月 火 水 木 金 土
11/28 29 30 12/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

会議録検索の
利用はこちらから

ことばでさがす

ことばを入力して検
索します

発言者でさがす

発言者を選択して検
索します

会議名でさがす

会議名を選択して検
索します

期間でさがす

会議の開催期間て検
索します


